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考えよう自然の力！ 見直そう節電・省エネ
4月1日から市役所の担当部署が変わります
外国人住民の住民基本台帳制度がスタートします
春の全国交通安全運動

平成24年度施政方針 2～5
生涯学習メニューに参加しませんか？ 6～9
4月から 新しい介護保険事業計画が始まります ～
市民活動推進モデル事業報告会・説明会 １５
■市ホームページ http:/www.city.kakegawa.shizuoka.jp/「広報プラスONE」掲載中
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（1）防災、災害対策の強化�
�

●
津
波
対
策�

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、津
波

被
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域
の
自
主
防
災

会
や
企
業
に
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
津

波
避
難
計
画
に
基
づ
き
、避
難
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。�

ま
た
、高
台
な
ど
へ
の
避
難
に
時
間

を
要
す
る
地
域
は
、津
波
避
難
施
設
を

建
設
す
る
と
と
も
に
、企
業
な
ど
に
も

補
助
制
度
を
活
用
し
た
施
設
を
整
備

し
共
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
進
め
ま
す
。�

●
防
災
体
制
の
強
化�

土
砂
災
害
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
に
迅
速
な
対
応
が
と

れ
る
よ
う
、マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
防
災
体
制
の
強
化
を
積
極

的
に
図
り
ま
す
。�

ま
た
、自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
資
機
材
の
整
備
助
成

や
研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
、組
織
力
の
強
化
と
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
人
材
育
成
を
行
う
と
と
も
に
、木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

や
補
強
工
事
の
補
助
を
実
施
し
て
耐
震
化
を
推
進
し
、減

災
に
努
め
ま
す
。�

●
学
校
施
設
の
耐
震
化
工
事�

繰
越
事
業
の
曽
我
小
学
校
、西
郷
小
学
校
、大
浜
中
学

校
の
耐
震
化
工
事
に
加
え
て
、本
年
度
は
城
東
中
学
校
の

耐
震
化
工
事
と
、原
田
小
学
校
ほ
か
６
小
・
中
学
校
の
工
事

の
実
施
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

●
学
校
給
食
の
安
全
性
の
確
保�

学
校
給
食
の
放
射
能
濃
度
測
定
を
引
き
続
き
実
施
し
、

安
全
性
を
確
保
し
ま
す
。�

●
（
仮
称
）
南
部
体
育
館
の
建
設�

災
害
時
の
避
難
施
設
を
兼
ね
た
体
育
館
と
し
て
、平
成

25
年
度
の
建
設
を
目
指
し
、造
成
工
事
と
設
計
業
務
を
行

い
ま
す
。�

●
消
防
力
の
強
化 �

4
月
か
ら
、中
東
遠
5
市
1

町
共
同
に
よ
る
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

を
運
用
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

1
1
9
番
を
受
信
後
、消
防
本

部
と
消
防
団
が
迅
速
に
出
動
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

正
確
な
情
報
通
信
が
実
現
し
、

被
害
の
軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。�

東
遠
3
市
の
消
防
・
救
急
広

域
化
に
つ
い
て
は
、3
市
長
に
よ

る
検
討
会
を
設
置
し
、消
防
力

強
化
や
効
率
化
の
観
点
か
ら
協

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

さ
ら
に
、地
震
に
強
い
体
制

づ
く
り
と
し
て
、中
央
消
防
署

の
建
て
替
え
を
進
め
、本
年
度

は
測
量
設
計
と
用
地
買
収
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。�

●
地
域
消
防
力
の
強
化
対
策�

消
防
団
へ
の
市
か
ら
の
運
営

交
付
金
を
充
実
し
、団
員
の
確

保
や
災
害
対
応
な
ど
消
防
団

活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。�

平成24年度掛川市各種会計予算�
総額796億6,706万円（対前年度比2.1％増）�
■一般会計 428億3,000万円 （2.0％増）�
■特別会計（13会計） 241億6,764万円（4.5％増）�
■企業会計 126億6,942万円 （1.7％減）�
　　病院事業 84億1,000万円 （5.4％減）�
　　水道事業 42億5,942万円 （6.8％増）�

平成24年度掛川市当初予算案が、�
市議会2月定例会で可決されました。�
定例会における市長の「平成24年度施政方針」�
から、本年度の事業の概要を紹介します。�
�

平成24年度掛川市当初予算案が、�
市議会2月定例会で可決されました。�
定例会における市長の「平成24年度施政方針」�
から、本年度の事業の概要を紹介します。�
�

平成24年度施政方針�
�

～健康・安全・安心、幸せ感じるまち  掛川～ �

�

�

生
き
方
や
価
値
観
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。
市
民
活
動
な
ど
の
「
絆
」
で
結
ば
れ
た
市
民
が
大
勢
い
る
ま

ち
づ
く
り
を
施
策
の
基
本
に
据
え
、市
政
運
営
を
進
め
ま
す
。�

自
治
体
経
営
で
は
、基
本
的
な
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
生
涯
学
習
協
働
推
進
課
を
新
た
に
設
置
し
、自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
と
危
機
管
理
体
制
の
強
化
の
た
め
、危
機
管
理
監
と
と
も
に
危
機
管

理
部
を
設
置
し
、対
策
が
急
が
れ
る
防
災
関
連
の
施
策
を
進
め
ま
す
。
一
方
、行
財
政
改
革
に
お
い
て
は
、行
財
政
改
革
審
議
会
を
継
続

設
置
し
、今
後
も
市
民
対
話
集
会
の
開
催
な
ど
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
情
報
公
開
を
行
い
、引
き
続
き
徹
底
し
た
改
革
を
進
め
ま
す
。�

�

き
ず
な�
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（2）3つの日本一「健康医療日本一・環境日本一・市民活動日本一」の実現に向けて�
�

環
境
日
本
一�

� 2�

健
康
医
療
日
本
一�

1
�

市
民
活
動
日
本
一�

3
�

●
市
民
活
動
の
推
進
�

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
担
い
手

の
部
屋
や
大
東
・
大
須
賀
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
団
体

数
は
着
実
に
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、行
政
と
市
民
活
動
団
体

や
地
域
の
間
で
活
動
を
支
援
す

る
中
間
支
援
組
織
の
平
成
25

年
度
の
設
置
を
目
指
し
ま
す
。
�

ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
塾
」
に

つ
い
て
は
、地
域
の
自
治
活
動
や

市
民
活
動
な
ど
、ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
人
材
育
成
に
、よ
り

一
層
重
点
を
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
で
実
施
し
ま
す
。
�

●
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
�

区
長
会
連
合
会
と
の
密
接

な
連
携
の
も
と
、自
治
区
と
地

区
組
織
を
支
援
し
ま
す
。
地
域

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
未
設
置
地

区
で
は
、地
区
組
織
の
育
成
を

図
り
積
極
的
に
設
置
を
進
め
、

地
域
住
民
に
よ
る
自
主
的
な

運
営
と
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
�

ま
た
、身
近
な
行
政
要
望
や

地
域
課
題
の
把
握
と
改
善
に

努
め
、良
好
な
生
活
環
境
を
整

備
す
る
た
め
の
構
想
づ
く
り
活

動
を
行
お
う
と
す
る
地
域
へ
の
助
成
を
行
い
、支
援
し
ま
す
。�

�

�

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
�

今
後
5
年
間
で
、戸
建
て
住
宅
の
2

割
に
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
す
る

こ
と
を
目
指
し
、「
産
・
官
・
学
」
協
働
に

よ
る
太
陽
光
発
電
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
等
設
置
補
助
制
度
な
ど
を
活
用

し
た
設
置
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

民
間
の
風
車
建
設
や
市
民
風
車
フ
ァ
ン

ド
事
業
へ
協
力
し
、市
民
力
に
よ
る
新
た
な
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
と
地
産
地
消
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
�

●
地
球
温
暖
化
防
止
�

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
を
改
定
し
、市
域
か

ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
施
策
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、全

市
一
斉
に
「
緑
の
エ
コ
カ
ー
テ
ン
事
業
」
を
実
施
し
、省
エ
ネ
・

節
電
を
進
め
ま
す
。
�

●
自
然
環
境
の
保
全
�

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
専
門
家
で
ホ
タ
ル
な
ど
の
昆
虫
相

調
査
と
ア
ユ
の
そ
上
・
生
息
調
査
を
行
い
、自
然
環
境
の
現
状

と
変
化
な
ど
を
学
ぶ
環
境
生
涯
学
習
を
進
め
ま
す
。
�

●
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
�

市
の
南
北
で
異
な
る
分
別
方
式
を
統
一
す
る
こ
と
や
有

料
化
に
つ
い
て
研
究
・
検
討
を
行
い
、ご
み
の
減
量
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、古
紙
回
収
コ
ン
テ
ナ
の
設
置
箇
所
を
さ
ら
に
増

加
し
、リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
�

●
生
活
排
水
対
策
�

公
共
下
水
道
事
業
の
整
備
に
よ
る
汚
水
量
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、掛
川
処
理
場
の
増
設
工
事
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

供
用
開
始
区
域
の
加
入
促
進
に
努
め
、接
続
率
の
向
上
を

図
り
ま
す
。
一
方
、「
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
」
は
、

市
が
一
体
的
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
で
、安
定
し
た
水
質
浄

化
を
図
り
ま
す
。
�

●
火
葬
場
建
設
�

平
成
25
年
4
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、菊
川
市
と
の
連

携
の
も
と
建
設
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、富
士
見
台
霊
園
は
、墓

域
拡
張
の
た
め
の
計
画
策
定
を
進
め
ま
す
。
�

●
都
市
緑
化
 
�

10
月
28
日
に
は
、「
森
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
市
内
で

開
催
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
、

緑
化
意
識
の
高
揚
を
図
り
、市
民
と
の
協
働
に
よ
る
緑
化
推

進
に
努
め
ま
す
。
�

�

●
新
病
院
の
建
設�

平
成
25
年
5
月
の
開
院
を
目
指

し
、本
年
12
月
に
竣
工
で
き
る
よ

う
全
力
で
進
ち
ょ
く
を
図
る
と
と

も
に
、名
倉
院
長
を
中
心
に
、新
病

院
の
運
営
と
経
営
に
係
る
各
種
シ

ス
テ
ム
の
構
築
や
導
入
機
器
の
選

定
な
ど
を
進
め
ま
す
。�

●
現
病
院
の
経
営�

医
師
に
つ
い
て
は
、本
年
度
も
3
人
の
研
修
医
を
迎
え
る
予

定
で
す
。引
き
続
き
、医
師
確
保
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。�

●
現
病
院
の
跡
地
利
用�

「
希
望
の
丘
構
想
」
に
は
、県
立
特
別
支
援
学
校
の
ほ
か
、

綾
和
会
の
後
方
支
援
病
院
と
、和
松
会
の
重
度
心
身
障
害

児（
者
）通
所
施
設
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
、さ
ら
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
誘
致
を
進
め
、道
路
整
備
計

画
な
ど
土
地
利
用
の
骨
格
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。�

●
地
域
健
康
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
し
あ
」�

「
西
部
ふ
く
し
あ
」
は
平
成
25
年
度
、「
中
部
ふ
く
し
あ
」

は
平
成
26
年
度
の
開
所
を
目
指
し
て
設
計
業
務
を
行
い
、早

期
に
「
ふ
く
し
あ
」の
サ
ー
ビ
ス
が
市
全
域
に
提
供
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
。
�

●
母
子
保
健
事
業�

増
加
す
る
児
童
虐
待
の
予
防
に
努
め
る
と
と
も
に
、子
育

て
に
自
信
と
楽
し
み
を
持
て
る
よ
う
、親
支
援
に
努
め
ま
す
。
�

●
生
活
習
慣
病
予
防�

が
ん
検
診
と
特
定
健
診
の
同
時
実
施
を
さ
ら
に
進
め
て
受

診
率
を
向
上
さ
せ
、糖
尿
病
予
防
に
主
眼
を
置
い
た
健
康
づ

く
り
の
推
進
や
、地
域
で
運
動
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、市
民

が
気
軽
に
継
続
し
て
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
�

●
緑
茶
の
生
活
習
慣
病
予
防
研
究
「
掛
川
ス
タ
デ
ィ
」�

コ
ホ
ー
ト
研
究
の
追
跡
調
査
や
新
た
な
研
究
も
計
画
さ

れ
て
お
り
、得
ら
れ
た
成
果
は
、随
時
情
報
発
信
し
、緑
茶

研
究
の
拠
点
と
し
て
市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
�

ま
た
、国
の
「
タ
ン
ニ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
画
し
、栄
養

指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
な
ど
の
普
及
活
動
を
担
い
ま
す
。
�

●
自
殺
者
増
大
へ
の
対
策�

昨
年
度
策
定
し
た
「
自
殺
予
防
対
策
推
進
計
画
」
を
推

進
し
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
充
実
さ
せ
、自
殺
予
防
の
啓

発
を
進
め
ま
す
。�

�
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��

　　掛　川　市　の　実　現�

南
北
幹
線
道
路
と�

新
病
院
ア
ク
セ
ス
関
連
道
路
の
整
備�

� 1
�中

心
市
街
地
活
性
化
へ
の
取
り
組
み�

� 3� 新
東
名
高
速
道
路
の
活
用
推
進�

� 2�

中
山
間
地
振
興
と
有
害
鳥
獣
対
策�

�� 6
�

�

4
月
14
日
の
県
内
区
間
開
通
に

伴
い
、県
の
「
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
構

想
を
見
極
め
な
が
ら
、森
掛
川
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
と
掛
川
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の

開
業
効
果
を
最
大
限
に
い
か
す
た
め
、

周
辺
の
土
地
利
用
と
、第
二
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
の
整
備
な
ど
の
検
討
を
進

め
ま
す
。
�

�

産
業
基
盤
の
強
化
と
農
商
工
連
携
の
推
進�

7
�

新
病
院
隣
接
企
業
用
地
や
新
エ
コ
ポ
リ
ス
第
2
期
工
業

団
地
へ
の
企
業
誘
致
活
動
を
、積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
�

農
商
工
連
携
で
は
、地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開

発
や
販
路
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。
�

雇
用
対
策
は
、今
年
度
も
国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を

利
用
し
て
10
事
業
を
立
ち
上
げ
、22
人
の
新
た
な
雇
用
を

創
出
す
る
予
定
で
す
。
�

一
方
、観
光
振
興
は
、交
流
型
観
光
産
業
を
育
成
し
、10

月
開
催
の
掛
川
大
祭
な
ど
に
よ
り
、交
流
人
口
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。
�

�
少
子
高
齢
化
対
策
と
障
害
者
福
祉�

8
�

子
育
て
支
援
施
策
と
し
て
、こ
れ
ま
で
の
医
療
費
助
成
に

加
え
、通
院
費
助
成
を
中
学
3
年
生
ま
で
拡
充
し
、市
内
在

住
の
0
歳
か
ら
中
学
校
修
了
ま
で
の
医
療
費
を
助
成
し
ま

す
。
ま
た
、保
育
園
の
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
、「
就
園

奨
励
費
補
助
事
業
」
と
「
保
育
マ
マ
事
業
」
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。
�

現
病
院
跡
地
へ
介
護
施
設
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
を
、第

5
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
位
置
づ
け
、昨
年
度
策
定
し
た

「
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、地
域
で
の
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
�

障
害
者
施
策
で
は
、「
児
童
福
祉
法
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」
事
業
を
開
始
し
、送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、中
東
遠
地
区
就
業
促
進
協
議
会
と
の
連
携
を
図

り
、引
き
続
き
雇
用
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。
�

�

強
い
農
業
づ
く
り
と
お
茶
の
ま
ち
掛
川�

�� 5
�

核
と
な
る
駅
前
東
街
区
の
再
開
発
事
業
は
、昨
年
、市
が

公
共
床
を
取
得
し
な
い
こ
と
と
し
た
た
め
、準
備
組
合
が
事

業
計
画
の
再
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
�

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、「
け
っ
ト
ラ
市
」
な
ど
市
民
協
働
事
業

が
よ
り
一
層
充
実
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、各
種
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
よ
る
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
�

�

公
共
交
通
対
策
と
木
造
駅
舎
の
保
存�

� 4�

南
北
幹
線
道
路
は
、大
須
賀
ル
ー
ト
の
袋
井
小
笠
線
バ
イ

パ
ス
市
道
入
山
瀬
線
築
造
工
事
を
推
進
し
、大
東
ル
ー
ト
で

は
、都
市
計
画
道
路
海
洋
公
園
線
の（
仮
称
）牛
淵
川
新
橋

の
年
度
内
完
了
と
あ
わ
せ
て
、中
方
地
内
の
佐
束
川
左
岸
線

の
舗
装
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
県
道
で
は
、西
大
谷
ト

ン
ネ
ル
の
改
良
工
事
や
中
方
交

差
点
改
良
工
事
が
平
成
24
年

度
に
採
択
さ
れ
る
よ
う
要
望
し

ま
す
。
�

新
病
院
開
院
に
向
け
、掛
川

袋
井
南
線
、高
御
所
久
保
線
ほ

か
3
路
線
が
本
年
度
完
成
し

ま
す
。
周
辺
ア
ク
セ
ス
道
路
の

長
谷
縦
貫
東
名
線
と
下
俣
高

御
所
線
は
、平
成
25
年
度
早
期

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
�

大
須
賀
第
三
地
区
で
地
域
協
働
タ
ク
シ
ー
の
貸
切
事
業

を
社
会
実
験
し
、昨
年
度
行
っ
た
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

と
の
比
較
評
価
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、自
主
運
行
バ
ス
は
、

新
病
院
へ
の
路
線
調
整
や
、

地
域
福
祉
バ
ス
事
業
の
支

援
を
継
続
し
ま
す
。
�

掛
川
駅
木
造
駅
舎
保
存

運
動
で
は
、１
月
20
日
に
寄

附
金
が
目
標
額
を
達
成
で

き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、耐

震
化
工
事
の
設
計
業
務
と

工
事
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
あ
わ
せ
て
、駅
南
口
ト

イ
レ
の
建
設
や
周
辺
施
設

を
整
備
し
ま
す
。
�

�農
業
の
担
い
手
育
成
の
推
進
や
、農
地
の
効
率
的
利
用
、

農
業
経
営
の
安
定
化
や
地
産
地
消
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、薗

ケ
谷
、逆
川
地
区
で
基
盤
整
備
事
業
を
実
施
し
、耕
作
放
棄

地
の
解
消
を
図
り
ま
す
。
�

基
幹
産
業
で
あ
る
掛
川
茶
は
、全
国
茶
品
評
会
で
産
地

賞
を
７
年
連
続
受
賞
し
、広
く
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し

た
。11
月
17
・
18
日
に
は
、「
第

66
回
全
国
お
茶
ま
つ
り
静

岡
大
会
」
が
、35
年
ぶ
り
に

掛
川
市
で
開
催
さ
れ
る
た
め
、

多
彩
な
催
し
を
行
っ
て
情
報

発
信
し
、掛
川
茶
の
消
費
拡

大
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、姉

妹
都
市
で
あ
る
奥
州
市
の

南
部
鉄
器
の
ほ
か
、秋
田
県

仙
北
市
の
樺
細
工
、岐
阜
県

多
治
見
市
の
陶
磁
器
な
ど

を
結
び
つ
け
た
「
茶
文
化
交

流
」
を
推
進
し
ま
す
。
�

地
域
の
特
徴
や
資
源
を
情
報
発
信
し
、「
か
け
が
わ
西
の

市
」
な
ど
も
活
用
し
た
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

移
住
定
住
の
推
進
や
、土
地
利
用
計
画
調
査
の
結
果
を
生

か
し
た
居
住
人
口
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
�

市
内
全
域
に
拡
大
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被

害
対
策
で
は
、電
気
さ
く
購
入
者
へ
の
補
助
、捕
獲
用
お
り

の
貸
し
出
し
な
ど
を
行
い
、地
域
と
協
働
し
て
被
害
の
軽
減

を
図
り
ま
す
。
�

�

4



（3）調　和　の　と　れ　た　
�

（4）質の高い教育の実現�
�

掛
川
な
ら
で
は
の
教
育
の
展
開�

� 1�

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興�

� 2�

共
生
社
会
の
推
進�

� 10
� 市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上�

� 9�
7
月
か
ら
外
国
人
住
民
も
住
民
基
本
台
帳
法
の
適
用
対

象
と
な
る
た
め
、住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
と

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
普
及
・
促
進
活
動
を
積
極
的
に

進
め
、外
国
人
住
民
も
含
め
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
ま
す
。
�

水
道
施
設
は
、老
朽
管
や
電
気
・
機
械
設
備
の
更
新
な
ど

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
�

情
報
化
推
進
事
業
は
、昨
年
度
に
一
新
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、各
種
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、地
域
S
N
S
「
e
―

じ
ゃ
ん
掛
川
」の
機
能
向
上
を
図
り
、

市
民
参
画
・
協
働
に
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。
�

情
報
格
差
是
正
事
業
と
し
て
は
、I
C
T（
情
報
支
援
技

術
）支
援
サ
ポ
ー
ト
や
人
材
育
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、光

フ
ァ
イ
バ
網
の
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
、携
帯
電
話

未
開
通
地
域
の
解
消
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
�

（
仮
称
）南
部
体
育
館
の
整
備
な
ど
、計
画
的
に
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
啓
発
や
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
改
善
・

整
備
に
努
め
ま
す
。
�

ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く

り
推
進
事
業
と
し
て
、掛
川

市
が
取
り
組
ん
で
い
る

J
O
C
カ
ッ
プ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

競
技
選
手
権
大
会
の
開
催

な
ど
、関
係
団
体
と
連
携
し
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
拠
点
都
市

と
し
て
の
情
報
発
信
や
競
技

の
普
及
、指
導
者
や
競
技
団

体
の
育
成
に
よ
る
競
技
力
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
�

�

本
年
度
か
ら
5
か
年
の
「
第
2
次
男
女
共
同
参
画
行
動

計
画
」
を
策
定
し
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。
�

国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、昨
年
11
月
に
提
携
し
た

韓
国
横
城
郡
な
ど
の
姉
妹
都
市
と
、よ
り
一
層
の
友
好
交

流
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、郷
土
の
偉
人
で
あ
る
松
本
亀
次
郎

の
顕
彰
に
関
連
し
、中
国
の
都
市
と
の
友
好
提
携
に
向
け
た

研
究
を
行
い
ま
す
。
�

そ
し
て
、多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、各
種
施
策

を
実
施
し
、文
化
の
違
い
な
ど
を
お
互
い
に
認
め
合
い
、共
に

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。
�

ま
た
、11
月
17
日
に
は
、「
第
15

回
全
国
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
民
俗

芸
能
な
ど
各
地
域
に
伝
わ
る
か

け
が
え
の
な
い
地
域
資
源
を
再
発

見
し
、特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
ま
す
。
�

�
フ
ェ
ン

ソ
ン

グ
ン
�

●
「
か
け
が
わ
教
育
の
日
」
 
 
�

「
夢
実
現
に
向
か
う
、心
豊
か

で
凛
と
し
た
市
民
」の
育
成
を
基

本
目
標
と
し
て
、本
年
度
も
「
人

づ
く
り
構
想
か
け
が
わ
」
の
重
要

施
策
の
「
か
け
が
わ
教
育
の
日
」

を
開
催
し
、学
校
、家
庭
、地
域
が

連
携
し
て
、市
民
総
参
加
に
よ
る

教
育
の
振
興
に
努
め
ま
す
。
�

●
社
会
教
育
　
�

「
中
学
校
区
学
園
化
構

想
」
に
基
づ
き
、引
き
続
き

城
東
中
学
校
区
を
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
「
子
ど
も
育

成
支
援
協
議
会
」
を
設
置

し
て
、地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
園
・
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

支
援
事
業
を
進
め
ま
す
。
�

●
学
校
教
育
�

掛
川
特
有
の
報
徳
の
教
え
や
、郷
土
を
愛
し
自
他

を
大
切
に
す
る
心
の
育
成
を
図
る
「
生
き
方
科
研
究
」

を
進
め
ま
す
。
�

ま
た
、国
際
化
に
対
応
し
た
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、英
語
に
親
し
む
体
験
合
宿
を
開
催
し
、A
L
T（
外

国
語
指
導
助
手
）と
担
任
教
師
と
の
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
を
充
実
し
、英
語
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
�

さ
ら
に
、学
校
に
お
け
る
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
、教
職
員
の
防
災
研
修
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
�

●
幼
児
教
育
�

昨
年
度
に
建
て
替
え
工
事
が
完
了
し
た
さ
か
が
わ

幼
稚
園
で
は
預
か
り
保
育
と
給
食
を
開
始
し
、今
後

は
、園
庭
整
備
な
ど
の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

私
立
幼
稚
園
で
の
障
害
児
の
受
け
入
れ
を
円
滑
に
し
、

障
害
児
教
育
事
業
の
推
進
を
継
続
し
ま
す
。
�

●
図
書
館
�

大
東
図
書
館
が
、４
月
に

開
館
5
周
年
を
迎
え
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
講
座
な
ど
各

種
講
座
の
開
催
、移
動
図
書

館
車
や
家
庭
文
庫
な
ど
に

よ
り
、
読
書
の
普
及
・
啓
発

を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
、「
掛

川
市
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
計
画
」
第
二
次
計
画
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、子
ど
も
の
読

書
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
�

ま
た
、中
央
図
書
館
内
に

放
送
大
学
再
視
聴
施
設
を
、

10
月
1
日
の
開
設
を
め
ど
に
準
備
を
進
め
、放
送
に
よ

る
質
の
高
い
大
学
教
育
の
機
会
を
広
く
市
民
に
提
供

し
ま
す
。
 
 
�

●
文
化
財
�

国
史
跡
「
和
田
岡
古
墳
群
」「
高
天
神
城
跡
」「
横

須
賀
城
跡
」
な
ど
適
正
な
維
持
管
理
を
図
り
、活
用
の

推
進
に
努
め
ま
す
。
�

�

り
ん
�

5



講座名� 募集人数�内　　　容�と　　き�

栗田義美さん（岩滑）�
「初心者陶芸教室」�

受付期間 4/14（土）～29（日・祝）（月曜休館日）�
申込方法 所定の書式で直接申し込み（初心者優先）�

参加料　1,000円、5回未満の参加は200円/回（実費必要）�
大東北公民館（ 　74-2200）�

こけ玉、クリスマスの寄せ植え、正月のフ
ラワーアレンジメント�

バラの花で彩るケーキ、和栗のモンブラン、
デラックス2段クリスマスケーキなど�
すてきなお菓子を作ります。�

18人�

7～12月　全3回�
土曜日（午前）�

6～2月　全4回 �
（午前）�

20人�季節のガーデニング�

基本から教えるので初めての方でも大丈
夫。体をほぐし、ゆがみを整えることで心
身ともにリフレッシュできます。�

5/22～　全5回�
火曜日（19:30～21:00）�

15人�（新）初心者向けヨガ教室�

大人のためのお菓子教室�

受付期間 4/29（日・祝）まで（月曜休館日、定員になり次第締め切り）�
申込方法 電話または来館で申し込み（申込順）�

参加料　200円/回（実費必要）�
大須賀中央公民館（ 　48-1012）�

大
須
賀
中
央
公
民
館�

家庭でできるおいしいお菓子作りの基本
を学びます。�

季節を感じられる絵手紙を学び、日常生
活の中での発見や、喜びを見つけます。�

音楽に合わせて楽しく踊り、ストレッチで
体の矯正も学びます。�

地元産の食材を使った料理を学びます。�
男性�
16人�

6～12月　全5回�
第2土曜日（午後）�

7～12月　全6回�
第4木曜日（午後）�

6～9月　全6回�
第2・4土曜日（午前）�

6～12月　全6回�
第1土曜日（午前）�

20人�

親子�
10組�

15人�

無理なく楽しく体操の基本や足裏マッサー
ジを学びます。�

6～11月　全6回�
第3土曜日（午後）�

楽しく体操（シルバー向け）�

絵手紙教室�

体力測定をすることで今の自分を知り、�
健康で暮らすための健康講座です。�

6～8月　全6回�
第1・3火曜日（午前）�

20人�自分を知る健康講座　パートⅡ�

季節のスイーツ教室�

（新）親子フラダンス教室�

季節の花、木をいかした寄せ植えをプロ
から学びます。�

6～12月　全5回�
第1土曜日（午後）�
※初回は5/19（土）�

15人�園芸教室�

中華とイタリアンの簡単メニューをプロ
から学びます。�

6～12月　全6回�
第1水曜日（午前）�

16人�（新）「プロに学ぶ」料理教室�

ストレッチをしたり腹筋をする大切さ、�
健康とエイジングケアの楽しい体操です。�

5・6月　全4回�
第2・3土曜日（午後）�

16人�健康と�
エイジングケアのための体操�

陶芸の基礎から自由作品の作成まで、�
初心者対象講座です。�

8～11月　全8回�
第1・3土曜日（午前）�

15人�

15人�

初心者陶芸教室�

メンズ教室�

大
東
北
公
民
館�

初心者陶芸教室をきっかけに、月2回のものづくり生

活にはまっています。とっても楽しいです!陶芸作品

ひとつを仕上げるのに、何日もかかるので大変ですが、

ひとつの物に集中して、それだけ時間がかけられるの

は、本当に幸せです。みなさんもぜひ挑戦してみてく

ださい。�

　�
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講座名� 募集人数�内　　　容�と　　き�

センター名� 内　　　容�講座名�

福住久美子さん（大坂）�
「初めての色鉛筆画教室」�

風呂敷、ランチョンマット、手ぬぐいなど自分
のオリジナルのデザインを楽しく染めます。�

洋ナシタルト作りやスパイスを使った夏料
理の作り方などを学びます。�

「平家物語」を題材に古典文学を学びます。�
5～1月　全9回�
第4水曜日（午前）�

20人�

フレンチと中華のシェフに地元の旬食材を使っ
た料理を教わります。�

プロのシェフによる料理教室（6・9月を予定）�

初心者向け型染め教室（8・9月を予定）�

（新）「平家物語」を学ぶ講座�
（シルバー向け）�

デジカメの写真とイラストを使って年賀
状を作ります。�
※パソコンを持ち込める方限定（申込順）�

9～11月　全5回�
第2・4木曜日（午前）�

10人�（新）デジタル講座�

初心者の男性向けの料理教室です。�
8～12月　全5回�
第4金曜日（午前）�

男性�
16人�

初心者�
男の料理教室�

ダンベルで筋肉を刺激し、基礎代謝を上
げ、成人病予防効果のある健康体操を行
います。�

8～12月　全5回�
第3土曜日（午前）�

20人�ダンベル健康体操教室�

日本刺繍の基本を学び、小物を作る講座
です。�

6～12月　全7回�
第2金曜日（午前）�

20人�日本刺繍を楽しむ�

季節の寄せ植えやリースなどを学びます。�
6・8・9・12・1月　全5回�
第1土曜日（午後）�

20人�（新）お花教室�

地震や津波などの防災の知識を学びます。�
7～11月　全5回�
第4土曜日（午後）�

20人�（新）防災講座�

身近な色鉛筆で気軽に描きます。�
6～10月　全5回�
第3火曜日（午前）�

20人�初めての色鉛筆画教室�

千
浜
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー�

千浜農村環境改善センター�

大須賀中央公民館�

大東北公民館�

おせち料理の作り方を学びます。�
広報かけがわ11月号で募集予定です。�

※募集内容など詳しくは、広報かけがわなどをご覧ください。�

トマト料理やバランスクッキング（エコ、メタボ、
更年期対策）、足ツボ健康法などを学びます。�

おもてなし料理教室　（12月を予定）�

健康・環境講座　6月～　全4回�

楽しむ講座　6月～　全3回�

受付期間 4/14（土）～29（日・祝）（月曜休館日）�
申込方法 所定の書式で直接申し込み（初心者優先）� 千浜農村環境改善センター（ 　72-5028）�

参加料　1,000円、5回未満の参加は200円/回（実費必要）�

先生がやさしく指導してくださり、色の混

ぜ方など少しずつでもわかるようになり、

良かったです。道具など気軽に取り組める

講座で楽しかったです。�

ししゅう�
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対象：市内在住の60歳以上の方�
▲おもと学級「中央学習(合唱体験)」�

▲おもと学級「健康クラブ」�

▲おもと学級「茶道クラブ」�

おもと音楽クラブに参加し、おなかの底から

声を出してとてもすがすがしい時間を過ご

させていただいています。楽しい仲間もたく

さんでき、とても良かったです。�

講座名� 費　用�内　　容�と　　き�

健康体操、手芸、施設見学、音楽鑑賞、福祉や健康
講話など�

寄せ植え、こけ玉、つるかご、園芸相談など�

お花を飾り、生活に潤いと心の安らぎを。�
身近な花材で生ける目を養います。�

おなかの底から声を出し、気分一新しませんか。�
懐かしの歌を中心に合唱します。�

グラウンドゴルフ、マレットゴルフ、健康体操、トラ
ンポビクス、健康講話など�

クラブ員による自主活動。百人一首を中心にさま
ざまなかるたを楽しみます。�

教材費�
（1,000円/回）�

材料費�
（作品によって違います。）�

毎月1回�
第1または第2水曜日�

第3火曜日�
（13：30～）�

第3木曜日�
（13：30～）�

第1・3木曜日�
（13：30～15：30）�

第1火曜日�
（13：30～15：00）�

第2火曜日�
（9：30～11：00）�

第2・4火曜日�
（13：30～15：00）�

お花代�
（1,000円程度/回）�

道具代�
（初回のみ1,500円）�

材料費�
（1,000円程度/回）�

実費をいただくことが�
あります。�
（数百円程度）�

大
須
賀
中
央
公
民
館
／
お
も
と
学
級
※�

中央学習�

園芸クラブ�

初心者中心の内容です。�
「月に1度はゆっくりとお茶を愉しむひとときを」� 抹茶、菓子代など�

第1・3金曜日�
（9：30～11：30）�

茶道クラブ�

手芸クラブ�

生花クラブ�

音楽クラブ�

健康クラブ�

かるたクラブ�

健康や食についての簡単なお話と、手軽に活用
できる献立で調理実習を行います。�

第2金曜日�
（9：30～12：00）�

栄養クラブ�

季節のおたよりを絵で描いてみませんか。�
初心者向けの内容です。�

第3水曜日�
（9:30～11:30）�

絵手紙クラブ�

※「おもと」はユリ科の常緑多年草。年中葉が青々としていることから、いつも元気で過ごすことを願ってつけました。�

受付期間 4/28（土）まで（月曜休館日）�
申込方法 所定の書式で直接申し込み� 大須賀中央公民館（ 　48-1012）�

編みもの、パンフラワーなどの作成を行います。�

参加料　1,000円（実費必要）�

おもと学級「音楽クラブ」のみなさん�

たの�
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講座名� 募集人数�内　　　容�と　　き�

松本聖さん（大渕･左）、伊藤志真さん（横須賀･右）�
いきいきわくわくクラブ「ジュニアブラスバンドクラブ」�

今年の修了演奏会では、客席に降りて

お客さんの近くで演奏して、とても楽

しかったです。�

親と子、お年寄りとともに楽しく抹茶をいただきな
がら、ふさわしい行儀や作法を自然に学べる場です。�

抹茶のいただき方・たて方、和の生活文化のもて
なしの心を学びます。野の草花なども生けて、心
豊かなひとときを!�

パネルシアターや絵本の読み聞かせ、ハンドベル
などを練習して発表します。�

ふれる機会の少ないお琴に挑戦し、5～6曲演奏
できるようにしたいと思います。この機会に美し
い音色を出し、演奏してみましょう。�

小学3年生～中学生�
10人�

第3土曜日�
（13:30～15:00）�

第3土曜日�
（9:30～11:00）�

月2回土曜日�
（午後）�

月2～3回土曜日�
（午後）�

幼稚園～小学3年生�
15人�

（幼稚園以下は親子で）�

小学生～中学生�
10人�

小学4～6年生�
5人�

（行儀作法クラブ経験者）�

よく知っている簡単な曲から始めます。三味線の
ほかに太鼓などの和楽器も体験できます。古くか
ら伝わる日本の楽器を楽しみながらおけいこして、
みんなで演奏しましょう。�

第3土曜日�
（14:00～15:30）�三味線クラブ�

こども茶道クラブ�

行儀作法クラブ�

ジュニアアトリエクラブ�

三社祭礼ばやしの太鼓、踊りの練習をします。�
保存会のメンバーがていねいに指導します。�

月2回土曜日�
（19:30～）�

小学1～6年生�
60人�

三社ばやしクラブ�

音楽活動を中心とし、仲間とともに曲を作り上げ
ていくことの楽しさ、楽器を演奏することの楽しさ
を感じられる活動をしていきます。�

毎週土曜日�
（13:00～15:00）�

小学4～6年生�
30人�

ジュニアブラスバンドクラブ�

クッキーやケーキなど、お菓子作りの基本から教
えます。楽しくお菓子を作りましょう。�

月1回土曜日�
（10:00～12:00）�

小学生12人�
（低学年は親同伴）�お菓子作りクラブ�

アンパンマンなどの楽しいパンを作りながら、プリ
ンなどの簡単に作れるおやつも作ります。�

月1回日曜日�
（9:30～12:00）�

年中～中学生�
20人�

（低学年は親同伴）�
パン・おやつ作りクラブ�

茶道を通して、礼儀作法や日本の伝統文化を学び
ます。�

5～12月　全8回�
第3土曜日（午前）�

小学3～6年生�
12人�

子ども茶道教室�

遊びの中で、思いきり体を動かす体育遊び教室です。
（申込順）�

夏休み期間　全5回　�
7/25、8/1・8・22・24

年中・年長�
15人�あそんで体操教室�

クッキング、体操、陶芸、リースを親子で学びます。�6～12月　全6回�
第2土曜日（午後）�

小学生親子�
12組�親子でチャレンジ教室�

大東俳句連盟の方々といっしょに、自然・家族など
を俳句に詠みます。�

6～12月　全5回�
第2日曜日（午前）�

小学生12人�（新）子ども俳句教室�

染め物体験、夏休み理科実験など、わくわくする体験�全4回�
※その都度募集します。�

小学生20人�（新）子ども体験講座�

基本的なルールからていねいに教えます。将棋が
強くなりたい子・意欲がある子、友達と対局しよう！�

第2土曜日�
（午前）�

小学生～中学生�
10人�

小学校高学年～�
中学生10人�

将棋クラブ�
しょう�ぎ�

こと�

しゃ�

ぎょう�ぎ�さ�

さ�

さん�

か� し�づく�

づく�

こ�

こ�

たい�

はい�く�きょう�しつ�

きょう�さ�こ� どう� しつ�

きょう�たい�そう�

おや�こ�

しつ�

きょう�しつ�

けん�こう�ざ�

じゃ�

どう�

ほう�

み�せん�

お琴クラブ�

大
須
賀
中
央
公
民
館
／
い
き
い
き
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ�

千
浜
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー�

大
東
北
公
民
館� 受付期間 4/14（土）～29（日・祝）（月曜休館日）�

申込方法 所定の書式で直接申し込み� 大東北公民館（ 　74-2200）�
参加料　200円/回（実費必要）�

受付期間 4/28（土）まで（月曜休館日）�
申込方法 所定の書式で直接申し込み（申込順）� 大須賀中央公民館（ 　48-1012）�

参加料　1,000円（実費必要）�

受付期間 4/14（土）～29（日・祝）（月曜休館日）�
申込方法 所定の書式で直接申し込み（初心者優先）� 千浜農村環境改善センター（ 　72-5028）�

参加料　1,000円、5回未満の参加は、200円/回（実費必要）�
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　　高齢者支援課�
（　　21-1142・21-1196）�

介
護
保
険
事
業
と
は
�

介
護
保
険
は
、平
成
12
年
に
施
行
さ
れ
た

介
護
保
険
法
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
、で
き
る
限
り
要
介
護
状
態
に
陥

る
こ
と
な
く
、健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
、3
年
ご
と
に
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、介
護
・
予
防
給
付
、地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
、地
域
支
援
事
業
の
計
画
を

策
定
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。�

�進
む
高
齢
化
�

掛
川
市
の
高
齢
者
数
な
ど
の
推
計
で
は
、

65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
平
成
26
年
に
は

24
%
を
超
え
、介
護
認
定
者
数
も
4
5
0
0

人
台
と
な
り
、今
後
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。�

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、市
で
は
現
在
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
し
た
中
で
、平
成
24
年
度
か
ら

26
年
度
ま
で
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。�

�高
齢
者
の
介
護
を
支
え
る
た
め
に
�

計
画
で
は
、市
民
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
場
合
に
市
が
負
担
す
る
「
介
護
給
付
費
」

を
、前
計
画
か
ら
3
年
間
で
12
%
増
の
約

2
3
8
億
円
と
し
、お
年
寄
り
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
援
体
制
の
整

備
や
、介
護
予
防
の
推
進
を
図
る
「
地
域
支

援
事
業
費
」
も
、同
じ
く
3
年
間
で
16
%
増

の
約
7
億
円
と
見
込
み
ま
し
た
。�

こ
れ
ら
介
護
保
険
事
業
を
運
営
す
る
た
め

の
財
源
は
、国
、県
、市
の
負
担
金
、国
の
交
付

金
、第
1
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）と
第
2

号
被
保
険
者（
40�
歳
〜
64
歳
）の
保
険
料
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。�

�

第
1
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）の
�

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
�

掛
川
市
の
介
護
保
険
料
基
準
月
額
は
、国

の
試
算
方
法
に
よ
る
と
現
在
の
4
3
0
0
円

か
ら
5
2
0
0
円
程
度
に
な
り
ま
す
が
、こ

れ
に
市
の
「
準
備
基
金
」
の
9
0
0
0
万
円

と
、こ
れ
ま
で
に
各
市
町
が
県
に
拠
出
し
、介

護
保
険
財
政
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
貸
付
、

交
付
す
る
た
め
設
置
さ
れ
て
い
る
「
財
政
安

定
化
基
金
」
か
ら
交
付
さ
れ
る
5
7
0
0
万

円
を
充
て
る
こ
と
に
よ
り
、平
成
24
年
度
か
ら

26
年
度
ま
で
の
保
険
料
を
5
0
5
0
円
に

抑
制
し
ま
し
た
。�

な
お
、介
護
給
付
費
の
増
加
に
伴
い
保
険

料
負
担
も
増
大
し
て
い
る
中
で
、安
定
的
な

介
護
保
険
制
度
の
運
営
と
、低
所
得
者
の
方

の
保
険
料
の
軽
減
を
図
る
た
め
、平
成
24
年

度
か
ら
保
険
料
段
階
を
11
段
階
に
見
直
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
被
保
険
者
の
方
の
負
担
能

力
に
応
じ
た
、き
め
細
か
い
保
険
料
負
担
段

階
を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

65
歳
以
上
の
方
は
、「
新
保
険
料
段
階
の

確
認
方
法
」で
、ど
の
段
階
に
あ
た
る
か
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
、「
新
保
険
料
段
階
」
表
で
、

保
険
料
の
変
更
額
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

重
要
な
お
知
ら
せ
�

�■
保
険
料
額
は
、7
月
ご
ろ
お
送
り
す

る
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

■
介
護
保
険
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

5
月
ご
ろ
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
各
家

庭
へ
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

 区　分 H22 H23 H24 H25 H26�

 65歳以上人口 25,371 25,401 26,227 27,214 28,102�

 介護認定者数 4,058 4,181 4,299 4,402 4,504�

 高齢化率 21.2 21.2 22.2 23.2 24.1�

�

■高齢者人口および高齢化率の推移�

�

（人）�

（人）�

（％）�

（推計）�
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生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
�

本
人
が
市
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
�

同
じ
世
帯
に
市
民
税
を
�

課
税
さ
れ
て
い
る
方
が
い
る
�

前年度の�
合計所得金額は?※1

老齢福祉年金を�
受給している�

前年の合計所得金額※1�
＋課税年金収入額※2�

が80万円以下�
�
�

前年の合計所得金額※1�
＋課税年金収入額※2�
が次の区分に該当する�
�
�

125万円未満�

125万円以上190万円未満�

190万円以上300万円未満�
�300万円以上400万円未満�

400万円以上�

第1段階�

第2段階�

第3段階�

第4段階�

第5段階�

第6段階�

第7段階�

第8段階�

第9段階�

第10段階�

第11段階�

はい�

はい�

はい�

はい�

はい�
いいえ� いいえ�

いいえ�

いいえ�

いいえ�

120万円超�

80万円以下�

80万円を超え�
120万円以下�

第2段階�

第3段階�

第4段階�

第5段階�

第6段階�

第7段階�

第8段階�
77,400�
（6,450）�

�

平成23年度まで�

対象者（65歳以上）�

第6段階�
（基準額）�

本人が市民税課税で前年の合計所得金額が125万円未満の方�

本人が市民税課税で前年の合計所得金額が125万円以上190万円未満の方�

本人が市民税課税で前年の合計所得金額が190万円以上300万円未満の方�

本人が市民税課税で前年の合計所得金額が300万円以上400万円未満の方�

本人が市民税課税で前年の合計所得金額が400万円以上の方�

25,800�
（2,150）�

25,800�
（2,150）�

38,400�
（3,200）�

45,600�
（3,800）�

51,600�
（4,300）�

56,400�
（4,700）�

64,200�
（5,350）�

30,600�
（2,550）�

30,600�
（2,550）�

38,400�
（3,200）�

45,600�
（3,800）�

54,000�
（4,500）�

60,600�
（5,050）�

67,200�
（5,600）�

76,200�
（6,350）�

91,200�
（7,600）�

106,200�
（8,850）�

121,200�
（10,100）�

生活保護を受けている方、または世帯全員が市民税非課税で老齢福祉年金
を受給している方�

世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合算
額が80万円以下の方�

世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合算
額が80万円を超えて120万円以下の方�

世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合算
額が120万円を超えている方�

本人が市民税非課税で世帯に市民税課税者がいる方で、前年の合計所得金
額と課税年金収入額の合算額が80万円以下の方�

本人が市民税非課税で世帯に市民税課税者がいる方で、第5段階以外の方�

新保険料年額（円）�
（月額）�

旧段階�
旧保険料年額（円）�
（月額）�

新段階�

平成24年度から26年度�

第1段階�

第2段階�

第3段階�

第4段階�

第5段階�

第7段階�

第8段階�

第9段階�

第10段階�

第11段階�

第1段階�

※1…収入金額から必要経費に相当する金額（収入の種類により計算方法が異なる）を控除した金額で、扶養控除や医療費控除などの所得
控除をする前の金額です。�

※2…国民年金、厚生年金、共済年金など課税対象となる種類の年金のことです。なお、障害年金、遺族年金、老齢福祉年金などは含まれません。�
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と　き 4月21日（土）午後1時30分～3時30分　　 �
ところ 市役所4階会議室1�
内　容 平成23年度モデル事業の報告�
 ・夏休み最後のお楽しみ朗読会事業（夢蒔人の会）　�
 ・着物で学び継ぐ和の文化事業（K-JOINT）�
 ・市民が行う災害対応の改善事業（東日本大震災支援掛川市民の会）�
 ・原谷駅周辺を核としたおもてなし事業（ポッポ屋原谷会）�
 ・絵本を抱えて遠州横須賀へ事業（このゆびと～まれ）�
 ・婚活による生涯学習パートナー創出事業（地域生涯学習センター婚活イベント実行委員会）�
 ・災害ボランティアコーディネーター養成講座事業（災害VC掛川）�
 ・地域医療を守り、育む為の事業（f.a.n.地域医療を育む会）�
 ・かけがわ市民活動フェスタ開催事業（NPO法人掛川シニア交流研究会）�

 平成24年度モデル事業（補助事業）の説明�
対　象 市民活動団体、協働事業を考える地区・自治区・企業など�
申込方法 電話、FAXまたはEメール（kyodo@city.kakegawa.shizuoka.jp）に団体名、氏名、電話番号を明記し申し込み �
※事業の詳細は、市ホームページ「市民の皆様」－「市民参加・市民活動」－「市民活動」をご覧ください。 �

生涯学習協働推進課（　21-1129・FAX21-1164）�

　市民活動推進モデル事業は、市民活動団体、地縁的団体、企業、行政など社会を構成する多様な主体が幅広く�
協働して地域の課題解決を図る取り組みを定着・発展させることを目的とし、そのモデルとなる事業にかかる経費�
の一部を補助するものです。平成23年度実施事業の報告と、平成24年度の制度の説明を行います。�
�

着物で学び継ぐ和の文化事業（K-JOINT）�

災害ボランティアコーディネーター養成講座事業（災害VC掛川）�

市民に着物を着る機会を提供し伝統的文化を体験してもらうこと
で、日本人としての礼儀や所作を学び、和の文化の継承を図る事
業として、「キモノDEかけがわin竹の丸」を開催しました。参加者
は、着物の着付けを体験したあと、香木を聞き分ける日本古来の
芸道「香道」を体験しました。　　　　　　　　　　　　　　　

大規模災害に備え、ボランティアの受け入れ調整を行う人材の養成講
座を開催しました。講座では、避難所運営を模擬体験する「HUG（避難
所運営ゲーム）」を実施。模造紙を避難所の体育館と見立てて、次々と
避難してくる住民への対応や寄せられる救援物資やボランティアの分
配などを体験し、避難所運営の複雑さを学びました。　　　　�
�

着物を着て「香道」を体験�

地域医療を守り、育む為の事業（f.a.n.地域医療を育む会）�
�
医療崩壊は、医療側や行政の力だけでは防ぐことができない状況となっ
ていることから、市民目線による市民活動として、地域医療を守り、育む
ための事業を行っています。そのひとつとして、市立総合病院内に医師
や医療者の方に「ありがとう」のメッセージを伝えるボードを設置。寄せ
られたメッセージの贈呈を行いました。　　　�
�「ありがとうメッセージ」を医師に贈呈�

�

「HUG」を体験する参加者�
�

〈平成23年度モデル事業の一例〉�
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地域・職場・グループみんなで  エコ活動の輪を広げよう！�

緑のエコカーテン2012

「太陽の無限のパワーで未来へGO！」�

環境政策課（　21-1218）�
�
�

補助金を利用して、太陽光発電・太陽熱利用設備をつけよう！�

●新エネルギー機器等設置補助金�
 対　象 平成24年4月1日（日）～平成25年3月31日（日）に設置が完了する施設�
 補助額 太陽光発電施設6万円／基、太陽熱温水器2万円／基�
 申請方法 機器の設置前または設置後に、所定の申請用紙で環境政策課へ申請�
　　　　　　　（設備に係る費用の領収証の写しと設備の設置状況が確認できる写真を添付）�

●既存住宅への太陽光発電施設設置のための借入金の一部補助�
 対　象 市民が太陽光発電施設を設置するために、専用の借入金制度を�
  利用して平成24年4月1日以降に支払った信用保証料�
 補助率 信用保証料の2分の1（上限1万円）�
 申請方法 所定の申請用紙に金融機関の支払証明を添えて環境政策課へ申請�

※補助金は、いずれも予算の範囲内で受付順となります。�
※詳しくは、市ホームページ「市民の皆様」－「環境」－「新エネルギー」－「補助制度」－�
　「掛川市新エネルギー機器等設置補助金」をご覧ください。�

●掛川市環境基本計画実践活動補助金�
掛川市環境基本計画に基づく環境の保全や創造などの環境活動を実践する�
市民が行う団体や地区での活動に対して補助を行い、市民活動を支援します。�
 補助対象団体�
  地区または自治区、市民団体、市民に対し環境保全の啓発活動を行う企業・事業所�
 補助対象事業�
  地球温暖化防止や自然環境保護などの環境保全活動�
  ・啓発活動、講演会、環境イベントなどの開催にかかる経費�
  ・機器や資材の購入、施設の整備費用など�
 補助額�
  原則として補助対象事業にかかる経費の2分の1以内（上限5万円）�
※補助金は、予算の範囲内で受付順となります。�
 申請を希望される方は、環境政策課へご相談ください。�
�

補助対象事業の例�
講演会や研修会の会場代・講師謝礼・
印刷費、施設見学の交通費・バス借用料、
自然環境観察会の実施、水質調査の実
施、緑のエコカーテンの育成、新エネ
ルギー機器設置費など�

真夏に公園などで、緑の木陰を涼しく感じたことはありませんか。�
窓辺にアサガオやゴーヤなどのツル性植物で日陰を作ると、強い日ざしをさえぎる�
だけでなく、蒸散作用で周辺の気温上昇も抑えてくれます。�
今年の夏に備え、今からあなただけのエコカーテンづくりに取り組みませんか。�
※4月23日（月）から、市役所2階環境政策課、大東・大須賀支所で植物の種を無料配布します。�
�
�
�
�

▲2011年度個人の部�
　最優秀作品「緑のカーテン」 �
　（杉浦良子さん）�
�

今年も開催！「緑のエコカーテン写真コンテスト」�
優秀作品には記念品を贈呈します。詳しくは、広報紙などでお知らせします。�

�
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　　企画調整課�
（　　21-1127）�

水道総務課（　27-0711）�
　水道の使用を開始・中止するときなど�

水道工務課（　27-0769）�
　給水工事に関する相談、配水管の埋設状況に関する�
　問い合わせ、 路上で漏水を発見した場合など�
�
�

23年度：11部2支所38課22室125係� 24年度：12部2支所38課22室123係�
 （1部増、2係減）�
�

旧� 新�

■「生涯学習まちづくり課」などを、�
　「生涯学習協働推進課｣と｢地域支援課｣に再編します。�
�
�

■「危機管理部　危機管理課」を新設し、�
 「危機管理監」を置き危機管理業務の充実を図ります。�
�

災害に強い安全・安心なま
ちづくり、参加・協働を推進
するまちづくりのため、組織
編成を行いました。�

生涯学習まちづくり課�
�

協働共生係�

男女共同参画係�

自治活動支援係�

協働共生係�

男女共同参画係�

自治活動支援係�

まちづくり係�

文化振興係�

都市政策課�
�

交通政策係�
商業労政観光課�

水道総務課�

商工観光課�
新産業推進課�

生涯学習協働推進課�
�

南部事業所�

地域づくり係�

収納係�文化振興係�

みどり推進係�

地域支援課�

…�
都市整備課�

�
公園緑地係�

…�

農林課�
�

中山間振興係�

…�

…�

■「都市建設部｣の業務を、計画・建設・管理の3部門に�
 再編します。�
�

都市政策課�

都市整備課�

道路河川課�

都市建設部�
�

都市政策課�

土木課�

維持管理課�

都市建設部�
�

危機管理課�

危機対策係� 市民安心係�
�

危機管理部�
�

水道部�
�

水道総務課�

水道工務課�

水道部�
�

詳しくは、お問い合わせいただくか、�
市ホームページでご確認ください。�

■「商業労政観光課」と「新産業推進課」を�
 「商工観光課」に再編します。�
�
�

■「水道南部事業所」で行っていた業務は、�
 「水道総務課」と「水道工務課」で行います。�
�
�
�

計画部門�

建設部門�

管理部門�
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外国人住民のみなさんの利便性の向上や、
市など行政の合理化を図ることができ
るようになります。�

5月7日から順次、仮住民票を対象となる外
国人世帯ごとに送付します。仮住民票は、施
行日（7月9日）から住民票となりますので、
仮住民票の記載内容を確認してください。
記載が実情と異なる場合は、7月6日までに、
外国人登録に基づく申請を行ってください。�

住民票
を作成

します
�外国人住民の�

住民基本台帳制度がスタートします�
外国人住民の�
住民基本台帳制度がスタートします�

市民課（　21-1141）、大東支所（　72-1118）、大須賀支所（　48-1003）�

■中長期在留者（在留カード交付対象者）�
3か月以下の在留期間が決定された外国人や、短期滞在･
外交･公用の在留資格が決定された方以外の外国人�

■特別永住者（特別永住者証明書交付対象者）�
入管特例法により定められている特別永住者�

■一時庇護許可者または仮滞在許可者�
■出生による経過滞在者または国籍喪失に�
　よる経過滞在者�
外国人となった事由が出生や日本国籍喪失である方�
（その事由が生じた日から60日までの間は在留資格を有
することなく在留することができます。）�

住民票を作成する対象者�

住民基本台帳法の一部を改正する法律により、外国人住民にも住民票が作成されることになりました。
この法律は、7月9日から施行されます。これまでの外国人登録法は廃止になり、新しい在留管理制度
がスタートします。あわせて、特別永住者の制度も変わります。�

何が変わるの？�

まずは何をするの？�

全国交通安全運動�

～安全を つなげて広げて 事故ゼロへ～�

実施期間 4月6日（金）～15日（日）�
◎4月10日（火）は全国統一の「交通事故死ゼロを目指す日」�

危機管理課（　21-1131）�

運動の基本�子どもと高齢者の交通事故防止�

運動の重点�

○自転車の安全利用の推進�
（特に、自転車安全利用五則の周知徹底）�

○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底�

○飲酒運転の根絶�
○交差点の交通事故防止（「止まる・見る・待つ」の周知徹底）�

「高齢者の死亡事故は、歩行中が全体の約5割!｣�
｢自転車と歩行者の事故は、10年前に比べて約1.6倍!｣�
｢シートベルト非着用者の事故致死率は、着用者の15倍!｣�
事故はいつ、どこで起きるかわかりません。事故にあわない、起こ

さないために安全運転、安全歩行に心がけ、交差点では「止まる･

見る･待つ」を徹底しましょう。�

▲市内各所で交通安全教室が�
　行われます�

夜間に暗い服装では、自分の存在が相手から見え

ません。明るい服装で、反射タスキ・反射材などを

身に付けるだけでなく、みずから発光するもの（自

発光品）を持つことが

効果的です。「明るく・

目立つ・光る」を心がけ、

夕暮れや夜間の外出、

早朝の散歩時でも、自

発光品やライトなどを

活用しましょう！� ▲自発光品�

ひ　 ご�

広報かけがわH24.4
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平
成
24
年
度
　
市
政
へ
の
取
り
組
み�

その28　�

本
コ
ラ
ム
で
は
、こ
れ
ま
で
、市
民
委
員
会
で

の
検
討
の
状
況
や
、条
例
案
の
内
容
の
一
部
を

少
し
ず
つ
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
�

あ
ら
た
め
て
も
う
一
度
、「
自
治
基
本
条
例
」
と

は
ど
ん
な
条
例
で
、な
ぜ
こ
の
条
例
が
必
要
な

の
か
な
ど
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。�

こ
の
条
例
に
は
、市
民
が
主
役
と
な
っ
て
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
ル
ー
ル
や
、

市
民
、議
会
、行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
や
役

割
が
定
め
ら
れ
る
ほ
か
、ま
ち
づ
く
り
の
仕
組

み
な
ど
が
定
め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、こ
の
条

例
は
基
本
的
な
考
え
方
を
定
め
る
理
念
条
例

で
す
の
で
、よ
り
具
体
的
な
手
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、下
部
条
例
と
な
る「（
仮
称
）
市
民
参
加
・

協
働
推
進
条
例
」の
中
で
規
定
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。�

で
は
、な
ぜ
そ
ん
な
条
例
が
必
要
に
な
っ
て

き
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、今
、地
域
主

権
の
時
代
を
迎
え
、地
方
自
治
体
は
よ
り
主
体

性
を
持
っ
た
独
自
の
市
政
運
営
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、社
会
の
急

速
な
少
子
高
齢
化
や
経
済
不
況
に
よ
る
財
政

難
、さ
ら
に
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
の
多
様

化
・
複
雑
化
へ
対
応
す
る
た
め
、そ
れ
ら
の
解
決

を
図
る
新
た
な
仕
組
み
作
り
が
必
要
と
な
っ

た
こ
と
、さ
ら
に
、地
域
の
こ
と
は
地
域
が
考

え
地
域
が
決
め
る
と
い
う
、地
域
の
自
立
の
た

め
の
新
た
な
ル
ー
ル
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。�

▲「津波発生時における津波避難施設の�
　使用に関する協定書」締結式（3月21日）�

今
年
度
は
、市
長
就
任
4
年
目
で
あ
り

ま
す
。
初
心
を
忘
れ
ず
、気
を
引
き
締
め

て
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現
と
掛

川
市
の
将
来
に
向
か
っ
て
の
持
続
的
な
発

展
を
目
指
し
、市
政
運
営
に
全
力
で
取
り

組
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。
�

●
防
災
対
策
の
強
化
�

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

小
中
学
校
の
耐
震
化
と
津
波
避
難
タ
ワ
ー

や
「
い
の
ち
山
」の
整
備
、災
害
時
の
避
難

施
設
を
兼
ね
た（
仮
称
）南
部
体
育
館
の

建
設
な
ど
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
�

●
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
�

　
受
け
ら
れ
る
体
制
の
整
備
�

中
東
遠
地
域
の
核
と
な
る
新
病
院
「
中

東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
は
、来
年
5

月
1
日
の
開
院
に
向
け
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、在
宅
介
護
、在
宅
医
療
、健
康

予
防
を
担
う
地
域
健
康
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ふ
く
し
あ
」の
整
備
な
ど
、健
康
医

療
日
本
一
を
目
指
し
ま
す
。
�

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
�

今
後
5
年
間
で
戸
建
て
住
宅
の
2
割

に
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
す
る
こ
と

を
目
標
に
、補
助
制
度
の
拡
充
や
、民
間

に
よ
る
風
力
発
電
建
設
、市
民
風
車
フ
ァ

ン
ド
事
業
へ
の
協
力
を
行
い
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
に
努
め
ま
す
。
�

●
企
業
誘
致
の
促
進
�

掛
川
市
の
発
展
に
と
っ
て
、若
者
の
雇

用
の
場
の
確
保
は
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

め
、新
病
院
隣
接
企
業
用
地
4
区
画
、新

エ
コ
ポ
リ
ス
企
業
用
地
5
区
画
の
企
業
誘

致
を
進
め
て
お
り
、現
在
、優
良
企
業
2

社
の
工
場
建
設
が
開
始
さ
れ
、1
社
が
内

定
、残
り
6
区
画
も
本
年
度
中
に
誘
致

が
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
�

●
新
東
名
高
速
道
路
と
北
部
振
興
�

新
東
名
高
速
道
路
が
、4
月
14
日
に

開
通
し
ま
す
。
県
の「
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」

の
構
想
と
連
動
し
な
が
ら
、森
掛
川
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
土
地
利
用
や
掛
川
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
利
活
用
な
ど
検
討
を
進

め
ま
す
。
�

●
全
国
規
模
の
�

　
イ
ベ
ン
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
�

掛
川
市
を
全
国
に
情
報
発
信
す
る
と

と
も
に
、交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
、�

「
全
国
お
茶
ま
つ
り
」「
森
づ
く
り
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」「
全
国
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

「
全
国
育
樹
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
�

�な
お
、本
年
度
中
に
、自
治
体
の
憲
法

と
言
わ
れ
る
「
掛
川
市
自
治
基
本
条
例
」

を
制
定
し
、市
民
と
行
政
が
協
働
で
新
し

い
掛
川
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
�

あ
ら
た
め
て「
自
治
基
本
条
例
」っ
て
？
�

生
涯
学
習
協
働
推
進
課（
　
21
‐
1
1
2
9
）�

■
み
ん
な
で
創
ろ
う�

　
「
自
治
基
本
条
例
」�
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〜
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
、安
心
し
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
〜
　

介

護

保

険

制

度

の

サ

ー

ビ

ス

を

利

用

す

る

に

は

小笠�
医師会�

小笠掛川�
歯科医師会�

小笠�
医師会�

小笠掛川�
歯科医師会�

小笠袋井�
薬剤師会�
小笠袋井�
薬剤師会�

掛川市�
介護支援専門員�
連絡協議会�

掛川市�
介護支援専門員�
連絡協議会�

掛川市立�
総合病院�
掛川市立�
総合病院�

掛川市介護支援専門員連絡協議会   その18�
事務局（かけがわ苑居宅介護支援事業所内・　 23-8829）�

17

自
宅
で
の
医
療
の
看
護
に

不
安
が
あ
る
と
き

訪
問
看
護

看
護
師
が
疾
患
を
か
か
え
て
い
る
方

の
自
宅
を
訪
問
し
て
、主
治
医
と
連
絡

を
取
り
な
が
ら
、療
養
上
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
疾
患
の
処
置
を
行
い
ま
す
。

自
宅
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
た
い
と
き

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

生
活
行
為
を
向
上
さ
せ
る
訓
練
が
必

要
な
方
に
、理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士

が
自
宅
を
訪
問
し
て
、そ
の
方
に
あ
っ
た

運
動
を
行
い
、関
節
の
動
き
を
良
く
し
た

り
筋
力
の
低

下
を
予
防
し

た
り
す
る
た

め
に
、
リ
ハ

ビ
リ
を
行
い

ま
す
。

自
宅
で
専
門
家
に
相
談
に
の
っ
て

ほ
し
い
と
き

居
宅
療
養
管
理
指
導

 

医
師
、歯
科
医
師
、歯
科
衛
生
士
、薬

剤
師
、管
理
栄
養
士
が
自
宅
を
訪
問
し

て
、療
養
上
の
指
導
や
助
言
な
ど
を
行
い

ま
す
。

訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る

と
き
は
、要
介
護
認
定
の
申
請
が
必
要
で

す
。認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、認
定

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

訪
問
入
浴
、訪
問
看
護
、訪
問
リ
ハ
ビ

リ
は
、医
師
の
指
示
が
必
要
で
す
。

利
用
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、

自
宅
に
い
て
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

ご
紹
介
し
ま
す
。訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
、安
心
し
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

自
宅
で
家
事
や
介
護
の
手
助
け
が

欲
し
い
と
き

訪
問
介
護

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
を
訪
問
し

て
、お
む
つ
交
換
・
入
浴
・
食
事
介
助
な
ど

の
身
体
的
な
介
護
や
、買
い
物
・
調
理
・
洗

濯
な
ど
の
生
活
援
助
を
行
い
ま
す
。

自
宅
の
お
風
呂
に
入
れ
な
い
け
れ
ど

自
宅
で
入
り
た
い
と
き

訪
問
入
浴

自
宅
の
浴
槽
で
入
浴
が
で
き
な

い
方
の
た
め
に
、看
護
師
や
介
護

士
が
自
宅
に
浴
槽
を
持
っ
て
訪
問

し
て
、入
浴
介
護
を
行
い
ま
す
。



救急医療のお知らせ� 　   保健予防課�
（　 23-8111）�

受診前に連絡を！��

月～金曜日（平日夜間）�
●午後7時～10時（受付：午後9時30分まで）�

　掛川医療センター急患診療室（御所原9番2号）�
　診療科：内科、小児科�
　　 61-1299・FAX61-1400 �
�

�

土曜日�
●正午～午後5時�

　市内の開業医院�

［診療案内］ ●中央消防署 21-0119�
 ●市役所（日直） 21-1111 �
�

�

●子どもの急な発熱や病気、ケガで、�
　夜間または休日に受診しようか迷った場合�
�

「静岡こども救急電話相談」　＃8000�
�相談日時 毎日  午後6時～翌朝8時（年中無休）�

相談体制 原則として保健師・看護師が対応、相談内容に応じて医師が対応�
電話番号 固定電話（プッシュ回線）・携帯電話･･･　＃8000（短縮番号）　 IP電話・固定電話（ダイヤル回線）･･･　 054-247-9910

カレンダー�

日曜日・祝日�
●午前9時～午後5時（受付：午後4時30分まで）�

　掛川医療センター急患診療室�
　診療科：内科、小児科、外科�

歯科（応急処置）　午前8時30分～11時 �
 掛川市立総合病院歯科口腔外科　  22-6211�
�

市立総合病院では、24時間体制で救急診療を行っておりますが、
入院や手術など、より高度な医療を必要とする重症患者さんの診療
のみ行っております。重症患者さんの診療に支障をきたさ
ないよう、ご理解とご協力をお願いします。�
※医師が緊急を要しないと判断した場合は、時間外加算
相当額を自費でお支払いいただきます。 　　 �

市立総合病院（　 22-6211）�

急増する大腸がん。1年に1回は検診を受けて、早期
発見・早期治療に心がけましょう。�
大腸がん検診は、2日分の便潜血検査（便に混ざった

大腸からの出血を調べる検査）です。�
市の検診は、40歳以上が対象です。6月から11月

16日（金）までの期間、掛川医療センターと肺・胃がん
検診会場で、便の容器を400円で購入（申込不要）し
て便を2日分とり、大東・大須賀支所または掛川医療セ
ンターにあるクーラーボックスに提出すれば終了です。�
ぜひ、受診してください。��

※検診結果が陽性であった場合、消化器科の医療機関
に受診し、大腸ファイバー検査を受けましょう。早期
の大腸がんの多くは、内視鏡による切除治療が可能で、
基本的には保険診療の対象となります。�

5月�

�
注射名称� 対　　　象� 会　場�日�曜�

 8 火 平成23年9～12月出生児 大　東�

 9 水 平成23年11月出生児 徳　育�

 11 金 平成23年12月出生児 徳　育�

�

�

�

ポリオ�
13：00�

13：45�

�

〜�

徳　育 ： 徳育保健センター�
大　東 ： 大東保健センター�
�

会  場�

5月の健康案内�
　 　 保健予防課（　 23-8111）�

各医療機関の診療案内は、平成23年7月号の  保存版  「小笠医師会管内  医療機関診療案内」または�

市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報   －  救急医療  ）をご利用ください。�
※掛川医療センター急患診療室では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできませんので、該当される方は指定医療機関で受診してください。�

�

� 徳　育�

大　東�

徳　育�

�

�

�
徳　育�

�

徳　育�

�

大　東�

�

�

徳　育�

大　東�

6か月児健康相談�
9：15～9：45

1歳6か月児�
健康診査�

13：00～13：45

2歳2か月児�
健康診査�

13：00～13：45

3歳児�
健康診査�

13：00～13：45

健診・相談・予防接種�
説明会�

9：15～9：30

ママセミナー�
（歯科編）�

13：15～13：30
パパセミナー�

（両親編）�
9：00～9：15

離乳食教室�
（もぐもぐごっくん教室）�
9：15～9：30

 22 火 平成23年10月 1日 ～15日出生児�

 28 月 平成23年10月 16日 ～31日出生児�

 17 木 平成22年10月 1日 ～15日出生児�

 24 木 平成22年10月 出生児�

 31 木 平成22年10月 16日 ～31日出生児�

 10 木 平成22年  2月出生児�

 16 水 平成22年 2月 1日 ～15日出生児�

 22 火 平成22年 2月 16日 ～28日出生児�

 18 金 平成21年   4月出生児�

 21 月 平成21年 4月 1日 ～15日出生児�

 28 月 平成21年 4月 16日 ～30日出生児�

�

健診名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会　 場�

徳　育�

徳　育�

大　東�

徳　育�

●各健診とも上記の日程で都合のよい日に受けてください。�
※転入された方へ 中学1年生までの子どもで予防接種手続きを済ませていない場合は、�
 母子手帳を持って徳育保健センターへお越しください。�

 29 火 �

徳　育� 12 土 出産を控えた夫婦（予約制）�

 16 水 平成24年3月 出生児�

 9 水�

 18 金�
4～8か月児の親（予約制）�

カンタンに受けられる！�
大腸がん検診�

�

妊婦（予約制）�
※夫婦での参加も可�

18



催し物・展示�

開館時間／ 午前9時～午後5時（毎週水・木曜日は午後7時まで）�
 3日（木・祝）は午前9時～午後5時�
休 館 日／ 5月7日（月）、14日（月）、21日（月）、25日（金）月末整理日、28日（月）�
�
�

�
�
�
�

中央図書館（    24-5921・FAX 23-6183）�

開館時間／ 午前9時～午後5時（毎週木曜日は午後7時まで）�
休 館 日／ 5月3日（木・祝）、5日（土・祝）、7日（月）、14日（月）�
 21日（月）、25日（金）月末整理日、28日（月）�
�
�
�
�
�

大東図書館（    72-1143・FAX 72-1144）�
�

開館時間／ 午前9時～午後5時（毎週金曜日は午後7時まで）�
休 館 日／ 5月3日（木・祝）、5日（土・祝）、7日（月）、14日（月）、�
 21日（月）、28日（月）、31日（木）月末整理日�

大須賀図書館（    ・FAX 48-5269）�
�

■おはなしきしゃぽっぽ（絵本のよみきかせと簡単な工作）�
と　き　5月12日・19日・26日（土）午後3時～3時30分�
対　象　幼児～小学校低学年くらいの子どもと保護者�
�

話題の本�
辞書編集部に異動した馬締は、『大渡海』の編さ
んを始める。個性的すぎる仲間たちと言葉とい
うきずなを得て、辞書づくりに没頭する。しかし、
問題が山積みの辞書編集部。果たして『大渡海』
は編み上がるのか。�
�

※参加無料。★は各図書館へ申し込み、■は直接会場へ�
�

●ご希望の図書が貸出中や最寄りの図書館にないときは、予約ができます。�

■おはなしたまご（絵本のよみきかせと楽しい手遊び）�
と　き　5月4日（金・祝）・11日（金） 午前10時30分～10時45分�
対　象　0～4歳くらいの乳幼児と保護者�
■おはなしたまてばこ（絵本のよみきかせと簡単な工作）�
と　き　5月19日（土） 午前10時30分～11時10分�
対　象　幼児と保護者�
■写真展「私の愛した花たち」�
と　き　5月8日（火）～31日（木）�
ところ　生涯学習ホール�
■郷土ゆかりの部屋展示替え�
　遠州国学コーナー「夏の遺墨」�
期　間　4月28日（土）～7月22日（日）�
　　　　5月27日（日）午前10時～職員が展示資料を説明します｡�
�

■孫と楽しむ絵本講座（祖父母向けに絵本の楽しみ方を学びます）�
と　き　4月27日（金）午前10時30分～11時30分�
■えほんのへや（絵本のよみきかせと楽しい手遊び）�
と　き　5月4日（金・祝）・11日（金）午前10時30分～11時�
対　象　幼児と保護者�
■おはなしじゅうたん（絵本のよみきかせと簡単な工作）�
と　き　5月12日・26日（土）午後3時～3時30分�
対　象　幼児～小学校低学年くらいの子ども�
■え（ほ）んむすび（季節にあった絵本や新しく入った絵本の紹介）�
と　き　5月18日（金）午前10時30分～11時�
★古文書講座（掛川の歴史を学びながら古文書を読み進めます）（全10回）�
と　き　5月9日（水）午後1時30分～3時（第1回）�
★ABCクラブ（英語の本の読み聞かせやかんたんな工作など）（全10回）�
と　き　5月12日（土）午前10時～11時30分（第1回）�
対　象　小学1～4年生�
�

『舟を編む』�
三浦しをん・著（光文社）�
�

大東図書館  おはなしたまご（3月9日）�

移動図書館コスモス号�

5月の巡回日程表�

 日 曜 時　　間 ところ（ステーション）�

 1 火�

 2 水�

 8 火�

 10 木�

 11 金�

 9 水�

 17 木�

 18 金�

 22 火�

 23 水�

 24 木�

 15 火�

 16 水�

●都合により日程が変わる場合があります。�
●借りた本は、次回巡回日に返却してください。�
　中央・大東・大須賀の3図書館でも返却できます。�

 1 火�

 9 水�

 10 木�

 11 金�

 15 火�

 16 水�

 17 木�

 18 金�

 22 火�

 24 木�

 23 水�

 25 金�

移動図書館おおぞら号�

13：40～14：10�

13：45～14：15�

10：05～10：25�

12：55～13：25�

10：30～11：00�

12：50～13：20�

14：30～15：30�

  9：40～10：10�

12：50～13：20�

12：50～13：20�

12：45～13：15�

14：30～15：30�

10：00～10：30�

12：30～13：10�

13：30～13：50�

12：40～13：10�

14：30～15：30�

12：55～13：25�

13：40～14：10�

14：40～16：00�

12：50～13：20�

10：00～10：30�

12：55～13：25�

�

小 笠 老 人 ホ ー ム �

大 東 苑 �

北 公 民 館 �

大 渕 小 �

大渕農村環境改善センター「アイク」�

沖之須コミュニティセンター「いこい」�

上 内 田 小 �

く に や す 苑 �

佐 束 小 �

中 小

大 東 支 所 �

千浜農村環境改善センター�

横 須 賀 小 �

山崎農村環境改善センター�

千 浜 小 �

土 方 小 �

大 坂 小 �

大 渕 小 �

上 内 田 小 �

�

10：30～11：10�

12：30～13：30�

14：30～15：00�

12：25～13：05�

14：00～14：30�

10：00～10：30�

12：55～13：25�

14：00～15：00�

  12：55～13：15�

13：00～13：25�

13：40～14：30�

9：15～10：00�

13：05～13：30�

14：00～14：30�

13：00～13：25�

12：55～13：20�

12：55～13：25�

12：55～13：20�

12：55～13：25�

�

�

�

�

�

農 協 原 泉 支 所 �

東 山 バ ス 停 広 場 �

原 谷 小 �

曽 我 小 �

秋 葉 路 公 会 堂 �

第 二 小 �

城 北 小 �

中 央 小 �

和 田 岡 小 �

日 坂 小 �

原 田 小 �

桜 木 小 �

葛 ヶ 丘 会 館 �

市役所北側駐車場�

農 協 桜 木 支 所 �

西 郷 小 �

東 山 口 小 �

原 谷 小 �

本 郷 西 区 公 会 堂 �

倉 真 小 �

日 坂 小 �

中 央 小 �

西 山 口 小 �

�

�

�
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�

入館料／ 小中学生100円（土曜日は無料）、一般200円�
 ※子育て優待カードで入館料2割引き�
休館日／ 毎週月曜日（祝日は開館、翌日休館）�
�

入館料／ 小中学生100円（土曜日は無料）�
  一般200円�
  ※子育て優待カードで入館料割引き�
休館日／ 毎週月曜と第4火曜日（祝日は開館、翌日休館）�
�

二の丸美術館（　62-2061）� 吉岡彌生記念館（　74-5566）�
や　よい�

●【常設展】「吉岡彌生～医の姿勢～」�

　「医師は単に科学者ではありません。

　常に精神と精神のふれあいで、本当の

　人格者でなければなりません」これは、

　吉岡彌生が残した言葉です。生前、彌生

　が思い、教え子へと伝えられた医師に

対するメッ

セージをご

覧ください。�

�

内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

4/7（土）12：00～�

（11：30～受付）�

つま恋（満水）�

�

4/21（土）14：00～16：00�

竹の丸（掛川）�

�

4/28（土）14：00～16：30�

日坂宿川坂屋（日坂）�

4/29（日・祝）9：30～�

22世紀の丘公園（満水）�

4/29（日・祝）～5/6（日）�

掛川城御殿、二の丸美術館、�

二の丸茶室、竹の丸、�

大日本報徳社など�

�

5/10（木）掛川北病院�

5/26（土）掛川市立総合病院�

など県西部地域11病院�

�
5/11（金）、6/15（金）、7/9（月）、�

8/3（金）、9/12（水）、10/30（火）、�

11/15（木）、12/18（火）、�

H25/1/17（木）、2/19（火）�

9：30～12：00�

徳育保健センター（御所原）�

�

①4/17～9/4の火曜日9：00～�

②4/17～9/4の火曜日10：30～�

③4/19～9/6の木曜日19：30～�

①～③生涯学習センター（御所原）�

�

どなたでも�

2,500円、�

4～12歳�

1,250円�

�

一般25人�

参加無料�

20人程度�

1,000円�

（飲物代など）�

小学生以上�

（低学年は�

保護者同伴）�

150人�

�

どなたでも�

参加無料�

市内2病院は�

高校生以上�

参加無料�

�
市内在住で�

食生活や健康�

づくりに興味の�

ある方30人�

2,000円�

（10回分）�

�

①10人②5人�

③20人�

12,000円（15回分）、�

KIC会員10,000円�

（年会費含む）�

�

カロリー制限のある方も、バイキングを通して楽

しい食事のとり方を学びましょう。�

　電話で申し込み（申込順）�

SPAC（静岡県舞台芸術センター）の俳優とイプ

セン作戯曲「ペールギュント」を声に出して読み、

楽しみながら演劇の魅力などを語り合います。�

　電話で申し込み（申込順）�

�

植栽で汗を流し、森林浴をお楽しみください。�

持ち物　作業ができる服装、軍手、スコップまた

は移植ごて�

　4/10（火）～20（金）に電話で申し込み（申込順）�

�

　4/23（月）必着で往復ハガキに施設名、応募理由、

住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号、洋服サイズ

を明記し各病院「ふれあい看護体験」係あてに郵送�

栄養士などテーマに沿った専門家による講義と

調理実習を行います。�

　4/23（月）までに電話で申し込み（申込順）�

・4/29（日・祝）～5/6（日）�

　「歴史と文化を満喫・掛川城内文化ゾーン・施設

スタンプラリー」3つのスタンプを集めると、抽

選ですてきな景品をプレゼント!�

・5/3（木・祝）�

　「柏餅ツアー」地元ガイドサイクリストによるサイクリング�

　「サバサミットリターンズ」全国のサバ料理が集結�

　「友引ストリートカフェ」�

テキストを使いながら会話を中心に学びます。�

持ち物　筆記用具、英和辞書または電子辞書�

　電話、Eメール（kyodo@city.kakegawa.shizuoka.�

jp）で申し込み（申込順）�

主催　NPO法人掛川国際交流センター（KIC）�

オリーブの会�
「糖尿病バイキング」�
　　市立総合病院�

（　22-6211）�

�

初心者のための英会話�
教室（全15回）�
　　生涯学習協働推進課�

（　21-1129）�

�

竹の丸塾「旧掛川藩主�
太田資美と慶応義塾」�
　　竹の丸管理事務所�

（　・FAX22-2112）�

�

掛川市植樹祭�
　　地域支援課�

（　21-1150）�

�

ふれあい看護体験�
　　静岡県ナースセンター�

（　054-202-1761）�

�

健康づくり食生活推進員�
養成講座「食育セミナー」�
（全10回）�
　　保健予防課�

（　23-8111）�

�

掛川を知るWEEK Vol.3�
　掛川観光協会掛川支部�

（商工観光課内・　 21-1149）、�

掛川観光協会ビジターセンター�

（掛川駅構内・　 24-8711、�

土・日・祝日）��

�

SPAC芸術街道�
★リーディング・カフェ・�
ツアー@日坂�
　　商工観光課（　 21-1149）�

�

●～4/15（日）�
　「鹿野コレクション　伊万里焼の美」�

　伊万里焼の初期から伝わる、藍色の濃

淡で白磁に描かれた水墨画を思わせ

る秀作など数多く展示しています。�

●4/25（水）～6/25（月）�
　「浮世絵にみる細密工芸品」�

　浮世絵は、江戸時代の庶民生活や歌舞伎

を題材としたものが多く、今日の生活か

ら姿を消した品々がどう使われたかを

知ることができます。浮世絵に描かれた

きせるやたばこ入れなど細密工芸品を、

実際の品々と対比させてご覧ください。�

●街なかストリート�

　｢けっトラ市（軽トラック市）｣�

　�

4/21（土）9：00～12：00�

駅前通りに、新鮮な地元野菜

や作りたてのお惣菜などを

積んだ軽トラックが並びます。�

実行委員会（　 24-1162）�

�

●友引ストリートカフェ�

　�

4/8（日）、5/3（木・祝）�

10：00～15：00�

駅前通りの緑豊かなオープ

ンカフェで、掛川茶やコー

ヒー、ケーキなどのスイーツ

や軽食をお楽しみください。�

実行委員会（　 24-1162）�

�

彌生の五七忌に�
配られた扇子�
�

旧掛川藩主太田資美と慶応義塾について、木曽忠

義さんが講演します。�

　電話、FAXで申し込み（申込順）�

すけ�よし�
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�

内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

①5/11・25、6/1・15・29、7/20の�

　金曜日9：30～11：30�

②6/4（月）・6（水）�

　9：30～11：30�

③6/13・20・27、7/4の�

　水曜日9：00～11：30�

①～③たまり～な（満水）�

�

5/11～10/26の毎週金曜日�

①昼の部13：30～15：00�

②夜の部19：30～21：00�

市役所4階会議室1-C、�

1階防災会議室�

�

5/12（土）13：30～15：00�

シオーネ（大坂）�

�

5/13（日）10：00～11：10�

（9：20学生ホール入口受付）�

東海アクシス看護専門学校�

体育館（袋井市）�

�

5/25（金）17：30～27（日）�

16：30の2泊3日�

�

5/26（土）～�

13：00～15：00�

22世紀の丘公園内（満水）�

�

随時�

4月～翌年3月（月1回程度）�

①生涯学習センター（御所原）�

②大東市民交流センター�

　（大東支所3階）�

�

6月～翌年5月の土曜日�

（月2回程度）9：30～11：30�

大東総合運動場管理棟�

（国安）�

�

①～④�

各教室年40回�

たまり～な（満水）�

老人福祉センター山王荘�

（大坂）�

�

①持ち物　室内用運動靴、飲み物、タオル、ヨガ　

　マット（ある方）�

②石こう板を造り、絵を描きます。�

　持ち物　バケツ、ぞうきん、彫刻刀、絵の具セット�

③持ち物　はさみ、2足分の布（5×130cmを50本） �

①～③　電話で申し込み（申込順、火・日・祝日休

　館日）�

聴覚障害者の状況や生活を理解し、手話の基礎知

識や日常会話に必要な表現方法などを習得します。

持ち物　筆記用具、飲み物�

　4/25（水）までに電話、FAXまたはEメール

（fukusi@city.kakegawa.shizuoka.jp）で申し

込み（申込順）�

安心して日常生活を過ごすために、医療者から放

射線などの基礎知識と健康への影響を学びます。�

　電話、FAXまたはEメール（yayoi@city.kakegawa.�

shizuoka.jp）で申し込み（4/30（月・振）まで放射

線に関する事前質問も受け付け）�

看護学科2年生が、ナイチンゲール像から「看護の

灯」をいただき、目指す看護師像を宣誓します。�

　4/6（金）～27（金）に電話、FAXまたはホームペ

ージ（http：//www4.tokai.or.jp/axis-ns/）で申

し込み（申込多数のときは抽選）�

東京女子医科大学の姉妹校の米国アルバーノ大

学から、看護学部の学生8人が来市します。ホスト

ファミリーになって、交流の輪を広げませんか。�

　4/27（金）までに電話、Eメール（kyodo@city.�

kakegawa.shizuoka.jp）で申し込み（申込順）�

・米作り教室（全9回）田植え、稲刈り、もちつきなど�

・畑作り教室（全9回）じゃがいも、黒豆、そばなど

種植えから収穫まで�

　4/11（水）～たまり～な窓口で申し込み（申込順）�

健康的で心豊かな環境や住みよい地域・仲間づく

りを目指し、環境、福祉、健康、食育などの学習、ボ

ランティア活動を行います。�

　電話で申し込み（随時受け付け）�

大東ふるさと太鼓の会会員から、太鼓のたたき方

や笛の吹き方を基礎から学びます。�

　4/27（金）までに電話で申し込み（申込順）�

料理教室、勉強会、視察研修、啓発活動などを通して、

安心安全、地産地消で健全ないきいきとした食生

活を考えます。�

　電話で申し込み（随時受け付け）�

①月曜日10：00～11：00�

②金曜日15：00～16：00、土曜日10：00～11：00�

③金曜日16：00～17：00、土曜日11：00～12：00�

④月曜日18：00～19：00�

　たまり～な窓口で申し込み（随時受け付け）�

・絵手紙クラブ（毎月第1月曜日9：00～11：30）�

・カラオケ15クラブ（毎月第3水曜日9：30～12：00）�

・ヨガクラブ（毎月第2金曜日9：30～11：00）�

　など平日昼間に約20クラブが活動しています。�

　電話で申し込み（随時受け付け）�

①～③市内在住の�

　60歳以上の方�

①参加無料�

②1,200円程度�

　（材料費など）�

③200円程度�

　（ひも代）�

市内在住・在勤・�

在学の高校生�

以上の方�

①②各20人�

1,200円�

（テキスト代）�

どなたでも�

入場無料�

市内在住・在学の�

中学生以上の方�

30人（小学生�

以下の同伴不可）�

�

4家庭（1家庭�

2人の受け入れ）�

小学3年生以下は�

保護者同伴�

5,250円/組�

3,150円/人�

一般80人程度�

1,500円／年�

�

市民�

1,000円/年�

�

小学校3～�

6年生20人�

4,000円/年�

（保険料・バチ代）�

�
①1・2歳児親子�

②3・4・5歳児�

③小学1年生～�

④年長～小学6年生�

①～④�

4,200円/月�

60歳以上の方�

会費は各クラブ�

による�

たまり～な教室�
①やさしいエアロビクス教室�
②美術に親しむ教室（全2回）�
③布ぞうり教室（全4回）�
　　高齢者生きがい活動拠点�

事業事務局（たまり～な内・�

　24-2754）�

�

手話奉仕員養成講座�
入門課程（全24回）�
　　福祉課�

（　21-1139・FAX21-2100）�

�

特別講演会「福島原発事故に�
伴う放射線・放射能の健康�
影響と日常生活」�
　　吉岡彌生記念館�

（　74-5566・FAX74-4841）�

�

東海アクシス看護専門学校�
「宣誓式」�
　　東海アクシス看護専門学校�

（　0538-43-8111・�

FAX0538-43-8122）�

�

ホストファミリーに�
なりませんか?�
　　生涯学習協働推進課�

（　21-1129）�

22世紀の丘公園�
農業体験教室（全9回）�
　　たまり～な�

（　24-2722）�

�

食と環境を考えましょう！�
「掛川いきいき食の会」�
　　環境政策課�

（　21-1218）�

�

見つめ直そう毎日の生活�
①掛川生活学校�
②大東生活学校�
　　社会教育課（　 21-1157）�

�

地域文化振興事業�
「大東なだっ鼓」太鼓教室�
　　生涯学習振興公社�

（シオーネ内・　72-1234）�

�

山王荘趣味クラブ�
　　山王荘（　72-5370）�

�

たまり～なスポーツ教室�
①1・2歳親子運動教室�
②幼児体育教室�
③児童体育教室�
④器械体操教室�
　　たまり～な（　 24-2722）�
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�

ベビーマッサージ教室（全3回）�
　　掛スポ（さんりーな内・�

　61-1910）�

�

4月～平成25年1月�

エコロジーライフ研究会�

圃場・牧場など�

�

稲作、大豆・大根・ジャガイモなど野菜栽培、

乳搾り・バター作り、料理教室、もちつきなど�

　4/15（日）までに電話、FAXで申し込み�

親子15組�

4,000円程度/組�

親子エコ農業体験教室（全10回）�
　　エコロジーライフ研究会・�

大都（　・FAX23-2627）�

�

4月～�

初馬ふれあい農園・南団地�

（初馬）�

3/31（土）～4/8（日）�

各日8：30～11：00天浜線�

西鹿島駅受付（雨天中止）�

�

4/12・19（木）①18：30～19：30�

②19：45～21：15�

さんりーな武道場（大池）�

�
4/13・20・27（金）�

10：00～11：30�

さんりーな研修室（大池）�

�

①4/8、5/13、6/10（日）15：00～�

②4/25、5/23、6/27（水）19：00～�

�

有機農法で春植え野菜から育てます。�

　電話で申し込み（申込順）、詳しくは伊藤

（　090-3258-9331）へお問い合わせください。�

�

アコーディオンに合わせてフォークソング

や思い出の名曲を歌いましょう。�

　直接会場へ�

「心をつかう」合気道を体験しよう!�

持ち物　動きやすい服装�

　直接会場へ�

対象は、生後2か月～1歳親子です。母子の

スキンシップ、母親同士の交流ができます。�

　掛スポ窓口で申し込み（申込順）�

天浜線西鹿島駅～鳥羽山公園～二俣城址

～船明ダム運動公園～二俣川～天竜山の

市～天浜線天竜二俣駅（約13km）�

5,000円/年�

（苗代・肥料など�

実費、16㎡）�

どなたでも�

参加無料�

�

どなたでも�

500円/回�

�

3,120円（3回分）�

教材費200円/回�

掛スポ年会費1,000円��

�

①4歳～小学生�

②中学生以上�

体験無料�

�

内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

ふれあい農園オーナー募集�
　　農協粟本支所�

（　22-9215）�

�

天浜路ヘルシーウォーク�
春を感じる天竜桜ウォーク�
　天浜線営業課（　 053-925-2276）�

�うたごえ喫茶を楽しむ会�
①竹の丸②旧岡田書店�
　浅岡（　24-8476）�

�合気道教室無料体験会�
①ジュニア②成人�
　掛スポ（　61-1910）�

�

収集業者の変更により、市内一部地

域でごみの収集時間が変わります。

ごみ出しは、「掛川市ごみ分別マ

ニュアル」に従い、下記の時間までに

完了するようお願いします。

掛川区域：午前8時30分まで

大東・大須賀区域：午前8時まで

家庭ごみの収集時間が
一部変更になります
環境政策課（ 21-1145）

市収納代理金融機関に
浜松信用金庫を追加指定しました
  出納局（ 21-1162）

4月1日から、市の収納代理金融機関と

して、浜松信用金庫を追加指定しました。

これにより、市税（市県民税、固定資

産税、国保税など）、水道料金などの窓口

納付と口座振替の取り扱いができるよ

うになりました。

市役所で一部Wi-Fiが
使えるようになりました
IT政策課（ 21-1341）

市役所本庁舎各階のテラスで、一部

端末機で、Wi-Fi（無線LANでのイン

ターネット接続）が使えるようになり

ました。

使用可能端末機　ソフトバンク社製

のiPhone（スマートフォン）と

iPad（タブレット）

使用方法　手続きなどは必要ありま

せん。端末機をWi-Fiモードに設定

してください。場所や時間帯によっ

てつながりにくい場合があります。

子宮頸がん・乳がん検診が始まります
受診票を持ってお出かけください

保健予防課（ 23-8111）

受診票は、子宮頸がん検診を平成23年度に受診した方、乳がん検診を平成22年

度に受診した方と平成24年度の申し込みをした方に郵送します。受診票が届いて

から、予約し受診してください。

それ以外の方で今年度検診を希望される方は、7月に追加申し込みができます。

◆掛川区域にお住まいの方

　受診票の郵送時期　5月～6月上旬に順次発送

・子宮頸がん検診

　実施期間　「受診票が届いた日」～10月末日

　検診医療機関　掛川市立総合病院健康安心サロン、掛川産婦人科小児科クリ

ニック、桜木レディースクリニック、八神クリニック、クリニックさくら

・乳がん検診

　予約受付期間　「受診票が届いた日」～10月末日

　検診医療機関　掛川市立総合病院健康安心サロン　

※各医療機関の詳細は、受診票同封のチラシをご覧ください。

◆大東・大須賀区域にお住まいの方

　受診票の郵送時期　10月上旬

　実施期間　10月～12月の指定日

　検診会場　受診票通知でお知らせします。

※原則として検診車となりますが、子宮頸がん検診の個別検診を希望する場合

は、4月末日までに保健予防課へご連絡ください。

�

�
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�

4/21（土）10：00～11：00�

生涯学習センター（御所原）�

�

4/27（金）9：00～�

いこいの広場掛川球場（細谷）�

�

5/30（水）10：00～12：00�

生涯学習センター第3会議室�

（御所原）�

�
①毎週木曜日②毎週金曜日�

19：30～21：00�

生涯学習センターなど�

�

色彩心理診断士協会コンパスが、色彩心理

に興味のある方へ講座内容を説明します。�

　電話、FAXで申し込み�

子育てのお悩み解決。自立した子どもを育

むためのお母さんへのコーチング講座です。�

　電話で申し込み（申込順）�

①初歩発音から会話まで（5～15人）�

②中国語学習2～3年経験者（5～10人）�

　電話で申し込み（申込順）�

どなたでも�

参加無料�

母親20人�

500円�

（会場費など）�

�
どなたでも�

1,000円程度/回�

（資料代など）�

�

一般700円、�

協会員500円�

�

伝言板� とき・ところ� 内容・申込方法など�対象・参加料�

色彩心理診断士養成講座説明会�
　　松井（　 0538-86-3486・�

FAX0538-86-3487）�

�市長杯グラウンド・ゴルフ大会�
　　掛川市グラウンド・ゴルフ協会�

（体協内・　24-9781）�

�

　協会員は各支部事務局、一般の掛川は体協

4/13（金）13：00～15：00、大東は松島（　74-3299）・

大須賀は柴田（　48-2818）4/13（金）まで�

�

4/14（土）13：00～19：00�

4/15（日）10：00～16：00�

生涯学習センターギャラリー�

�

色とりどりの生花で作るアレンジメント

やブーケ、プリザーブドなどを展示します。�

　直接会場へ�

どなたでも�

入場無料�

フラワーアレンジ作品展�
　金原（　48-0848）�

�

�

�

子育てコーチング講座�
　　お母さん応援クラブ・�

西　（　23-1240）�

中国語講座①入門②初級�
　　掛川市日中友好協会・�

松井（　26-1415）�

�

4/18～毎月第1・3水曜日�

9：30～11：30�

大東北公民館（下土方）�

�

持ち物　エプロン�

　電話で申し込み（申込順）�

一般市民5人�

1,200円/回�

（材料費など）�

�

初心者陶芸同好会�
　　大東北公民館�

（　74-2200）�

�

平成24年7月9日の住基法改正に伴

い、下記の方は、掛川市国民健康保険

の加入と保険税の納税義務が改正日

から発生します。

対象　①～③すべての該当者

①適法に3か月を超えて在留する方

②掛川市に住所を有する外国籍の方

③どの健康保険組合などにも加入し

ていない方

※在留期間が91日～1年未満の方は、

7月9日（月）以降に手続きができま

す。1年以上の方は、掛川市転入にさ

かのぼって加入・課税となります。

※国民年金制度は、日本に住所を設定

した日から、加入と保険料の納付義

務が発生します。

手続方法　外国人登録証、在留カード

など身分証明書、認め印をお持ちの

うえ、市役所1階国保年金課、大東・

大須賀支所市民窓口係で手続き

外国人登録されている方へ
国保加入手続きのお願い
国保年金課（ 21-1143）

浜松河川国道事務所出張所
道路担当窓口が変更します
国交省浜松河川国道事務所
（ 053-466-0119）

4月1日から、浜松国道維持出張所と

掛川国道維持出張所の管理区間の変更

に伴い、道路担当窓口を変更します。

・掛川国道維持出張所（ 24-5749）

国道1号島田市（藤枝バイパス谷稲

葉トンネルを含む）～磐田市

・浜松国道維持出張所（ 0538-32-

4060）国道1号浜松市～湖西市、国道

474号

4月1日から、高額な外来診療を受け

たとき、「限度額適用認定証」を提示す

れば、ひと月の医療機関などの窓口で

の支払いが一定の金額にとどめられ

ます。

認定証が必要な方は、市役所1階国

保年金課、大東・大須賀支所市民窓口係

に申請してください。国民健康保険・後

期高齢者医療被加入者以外の方は、現

在加入の保険者へ確認してください。

認定証の交付対象

・国民健康保険加入者（70歳未満はす

べての方、70歳以上75歳未満は住

民税非課税世帯の方のみ）

・後期高齢者医療加入者（住民税非課

税世帯の方のみ）

※現在交付を受けている認定証はその

まま使用できます。国保税に未納が

ある場合、交付が受けられません。

国保・後期高齢者医療加入者
限度額認定証の利用について

国保年金課（ 21-1143）

浜松河川国道事務所では、年2回、平

田出張所の管内（菊川、牛淵川、丹野

川、下小笠川）で堤防除草を行ってお

り、大量の刈草が発生します。刈草を

畑などの敷草やたい肥などで活用し

ていただける方に無料で提供します。

除草時期　5月～7月初旬、9月～11月

※刈草の受け渡し方法など詳しくは、

お問い合わせください。

河川（堤防）の「刈草」を
活用しませんか
国交省浜松河川国道事務所

平田出張所（ 73-2051）

農振農用地指定の
除外申請受け付け
農林課（ 21-1147）

農振農用地区域に指定されている

土地に分家住宅などを建築する場合に

は、農用地区域からの除外が必要です。

本年度の申請は、5年に1度の基礎

調査実施のため、5月の1回のみの受け

付けとなります。

除外申請は、農用地利用計画変更要

件を満たすものでなければ受け付け

られませんので、申請する場合は必ず

事前にご相談ください。また、除外申

請は、他法令との調整可能なものに限

られます。

申請期間　5月1日（火）～21日（月）

申請場所　市役所3階農林課

エイズ・肝炎ウイルス検査を
実施しています
静岡県西部健康福祉センター

（静岡県西部保健所）地域医療課
（ 0538-37-2253）

エイズを引き起こすHIVウィルスに

感染したかを調べる血液検査を実施し

ています。希望者は、梅毒検査、B型・C型

肝炎検査も受けることができます。

検査は、匿名で無料です。

とき　毎月第2・4木曜日午前9時30分～

11時または午後1時30分～3時15分、奇

数月は午後6時～7時45分も実施

ところ　静岡県中遠総合庁舎西館1階

検診室（磐田市）

申込方法　電話で申し込み

※日程など詳しくは、お問い合わせく

ださい。



�

内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

火曜日10：00～と木曜日�

19：30～生涯学習センター、�

木曜日19：30～大東・大須賀支所�

�
毎月第2金曜日�

13：30～15：30�

中央図書館会議室A（掛川）�

毎週土曜日18：45～20：45�

シオーネ小ホールなど�

�

4月～翌年3月�

大会は年8回開催�

�

ろうあ者と健聴者の交流、手話の学習など

を行います。�

　電話で申し込み�

県合唱連盟玉川昌幸理事長による指導、練

習曲はフォスター名曲メドレーなどです。�

　電話で申し込み�

小学校学区内で編成、1チーム5人（男2人、

女3人）以上、5人未満はご連絡ください。�

　電話、FAXで申し込み�

清水俊郎さんを講師に迎え、「平家物語」を

学びます。�

　電話で申し込み�

手話に興味のある方�

（初心者大歓迎）�

2,000円/年�

どなたでも�

3,000円�

（6か月分）�

�

男性満40歳以上、�

女性どなたでも�

登録料400円/年�

�

入団金1,000円�

団費1,500円、�

学生500円/月�

�

掛川手話サークル会員募集�
　　掛川市社会福祉協議会�

（　22-1294）�

�

「古典を学ぶ会」会員募集�
　　山田（　23-9410）�

�

いっしょに歌いましょう!�
シオーネ混声合唱団団員募集�
　　鈴木（　22-4616）�

�

掛川市インディアカ協会�
会員募集�
　　水野（　・FAX27-1607）�

�

毎週火・木曜日19：30～21：00�

毎週土曜日18：00～21：30�

�

会場は、佐束小（火曜日）、あいり～な（木曜日）、

上内田小（土曜日）の各体育館�

　直接会場へ�

どなたでも�

100円/家族�

カラテ教室�
　杉田（　090-8959-2019）�

�
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取得を応援します
「エコアクション21」
環境政策課（ 21-1218）

　　　　　　　
　　　　

「エコアクション21」は、事業者が環境

への取り組みを効果的に行うための仕組

み作りやその取り組み方法に関して、

環境省が策定したガイドラインです。

事業所の環境経営を見直しませんか。

●取得支援セミナーを開催します

とき　6月13日（水）午後1時30分～

ところ　浄化センター管理棟（長谷）

内容　制度や認証･登録方法について

申込方法　電話で申し込み（資料を郵

送します。）

※参加無料

22世紀の丘公園「たまり～な」
臨時休館日のお知らせ
たまり～な（ 24-2722）

館内定期点検と清掃のため、下記期

間は臨時休館します。老人クラブ事務

局もお休みとなります。

期間　4月16日（月）～18日（水）

さんりーなレッスンの
利用方法を変更します
NPO法人掛川体育協会

（さんりーな内・ 61-1910）

現在開催しているプールとスタジ

オでの単発参加型レッスンについて、

指定管理者の運営方法が変更され、

3月31日（土）で「プルトレ回数券」での

レッスン参加ができなくなります。

4月からは、新しい専用回数券が販売

されます。

既存の「プルトレ回数券」をお持ちの

方は、新回数券へ4月30日（月・祝）まで交

換しますので、お問い合わせください。

「あすなろ」有料施設
申込開始時期を変更しました
静岡県総合教育センター総務班
（ 24-9703）

交通事故、詐欺、おどしなどの犯罪

にあい、警察や検察庁に訴えたが、検

察官がその事件を起訴してくれない。

このような不満をお持ちの方は、検察

審査会にご相談ください。

費用は無料で、秘密は厳守されます。

教職員研修施設「あすなろ」では、県

民のみなさんに施設を開放していま

す。このたび、有料施設の申込受付開

始時期を下記のとおり変更しました。

対象　講堂（550人）、大研修室（150

人）、小研修室（50人）、パソコン室

（30台）、プラネタリウム、体育館、テ

ニスコート

申込期間　利用日の6か月前～10日

前（平日昼間利用の申し込みは従前

どおり2か月前～2日前）

※利用料金など詳しくは、お問い合わ

せください。

東日本大震災に係る国税の
申告･納付等の期限延長について
掛川税務署（ 22-5141）

国税庁では、東日本大震災の発生に

伴い、被災地5県に納税地を有する方

の平成23年3月11日以降に到来する

国税に関する申告・納付などの期限の

延長を行いました。

今般、宮城県石巻市、東松島市、女川

町の納税者の方については、延長期限

の期日を平成24年4月2日とすること

としました。

なお、この期日以降も、申告･納付な

どが困難な方は、個別に期限延長措置

を受けることができます。また、福島

県で今回指定しなかった地域の延長

期限期日は、別途国税庁告示で定める

こととしています。

※詳しくは、国税庁ホームページ

（www.nta.go.jp）または税務署で

ご確認ください。

少年リーダー教室
スタッフ募集

社会教育課（ 21-1157）

さまざまな体験活動を通して、子ど

もたちの自主性や協調性を養い、青少

年の育成を行います。

内容　年6回程度の講座の企画・準備・

運営・指導（主に土･日曜日、市内各

所）、月1～2回程度の会合（主に平

日夜、市役所など）

対象　18歳～30歳代の屋内外でボラ

ンティアスタッフとして活動でき

る方（高校生不可）

申込方法　電話、Eメール（skyoiku@

city.kakegawa.shizuoka.jp）で

申し込み

広報紙モニター募集
企画調整課（ 21-1128）

「広報かけがわ」について、市民のみ

なさんのご感想やご提案をお聴かせ

ください。

任期　6月～平成25年3月（予定）

内容　モニター会議（年6回程度）、　

視察研修会

対象　市内在住の20歳以上の方

10人程度

申込方法　4月27日（金）までに電話

で申し込み

ご存じですか?検察審査会
浜松検察審査会事務局

（ 053-453-7155）

●
平
成
24
年
度
の
交
通
安
全
運
動
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市は、平成23年に設備投資（平成24

年度固定資産税新規課税分）を行った

企業を対象に、補助金交付申請の受け

付けを行います。

内容　固定資産税・都市計画税相当額

を3年間補助（納税後、年度内に奨励

補助金を支払います。）

対象業種　製造業、物流業など

交付条件　設備投資に伴い市内在住の

新規雇用者を1人以上増員している

こと、設備投資した設備が操業してい

ること、設備投資額3億円以上（中小

企業は5千万円以上）であることなど

申請期間　6月～8月末日（必ず事前協

議を行ってください。）

※詳しくは、市ホームページ「事業者

の皆様」 -「産業」-「企業支援情報」-

「産業立地奨励事業費補助金」をご

覧ください。

掛川市産業立地奨励
事業費補助金

商工観光課（ 21-1216）

★
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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市営住宅入居者募集
維持管理課（ 21-1154）

募集団地　和田（2戸）、吉岡（4戸）、大池

第4（2戸）、大池第5（1戸）、大池第6（1

戸）、宮脇第2（1戸）、原川（2戸）、千浜

西（2戸）、三俣（2戸）、暦（2戸）、原谷第

2（6戸、うち単身用1戸）、十九首（1戸）

入居予定日　7月1日（日）

申込資格　①～⑥すべての該当者

　①同居親族のある方②住宅に困窮

している方③税金を滞納していな

い方④近隣市町在住親族の連帯保

証人が2人いる方⑤暴力団員でない

方⑥条例の収入基準に該当する方

（一般世帯158,000円/月以下）

家賃　収入に応じて決定

申込方法　4月16日（月）～27日（金）

の平日午前9時～午後5時に市役所

3階維持管理課に申込書を提出（申込

多数のときは5月10日（木）に抽選）

税務職員（大学卒業程度）募集
名古屋国税局人事第二課

試験係（ 052-951-3511）

募集人員　国税専門官

受験資格　①昭和57年4月2日～平成

3年4月1日生まれ②平成3年4月2

日以降生まれで大学卒業者および

平成25年3月までに卒業見込者など

試験日　1次：6月10日（日）

申込期間　4月2日（月）～12日（木）

※詳しくは、ホームページ（http：//

www.nta.go.jp）をご覧ください。

貸付期間　貸付の決定日の属する月～卒業の月

貸付方法　毎月、本人名義の口座へ振り込み

審査方法　書類審査

申請方法　修学資金貸付申請書兼誓約書、在学証明書、戸籍抄本、住民票抄本を郵送

（〒436-8502杉谷南1-1-1）または直接提出（定員に達し次第締め切り）

※申請には、連帯保証人が2人必要です。

平成24年度掛川市医師・看護師修学資金貸与制度
市立総合病院経営企画課（ 22-6211）

◆医師修学資金貸付制度

募集人員　将来医師として市立総合

病院で医療業務に従事する意欲の

ある医学部大学生6人

貸付金額　月額25万円

返還の免除　正規医師として市立総

合病院に従事した月数が貸付期間

に相当する月数を満たす場合。な

お、臨床研修医として勤務すると、

一部返還免除が考慮される場合が

あります。

◆看護師修学資金貸付制度

募集人員　将来看護師・助産師として

市立総合病院で医療業務に従事す

る意欲のある看護学生10人

貸付金額　月額3万円

返還の免除　正規看護師として市立

総合病院に従事した月数が貸付期間

に相当する月数を満たす場合

「わかふじスポーツ大会」
参加者募集
福祉課（ 21-1139・
FAX21-1163）

労働基準監督官募集
静岡労働局総務部総務課

（ 054-254-6326）

募集人員　労働基準監督官A（法文系）

約115人、B（理工系）約25人

受験資格　①昭和57年4月2日～平成

3年4月1日生まれ②平成3年4月2日

以降生まれで大学卒業者および平成

25年3月までに卒業見込者など

試験日　1次：6月10日（日）

申込期間　インターネット（http：//

www . j i n j i - s h i ken .go . j p /

juken.html）は4月2日（月）～12日（木）

受験資格　20歳以上の規程の国家免

許資格取得者

試験日　6月29日（金）

申込期間　4月27日（金）～5月18日（金）

※免許の種類など詳しくは、お問い合

わせください。

友の会は、美術を通じて教養を豊か

にし、会員相互の親睦を深め、芸術文

化の普及・向上を目的としています。

会員特典

・当館展示を何回でも無料鑑賞

・当館の展覧会案内（招待状付）送付

・友の会主催事業（美術館見学や講座

など）への参加

・静岡県立美術館、浜松市美術館、浜

松市秋野不矩美術館、平野美術館、

佐野美術館、ポーラ美術館、駿府博

物館を団体料金で鑑賞

会費 4月～9月入会： 3,000円/年

10月～3月入会： 2,000円/年

申込方法　4月1日（日）～美術館窓口

にある申込書を

直接提出（希望

者へは申込書を

郵送します。）

二の丸美術館友の会
会員募集

二の丸美術館友の会事務局
（二の丸美術館内・ 62-2061）

自衛官「技術海・空曹」募集
自衛隊静岡地方協力本部袋井

地域事務所（ 0538-43-3717）

障害のある方の自立と社会参加の

促進を目的とした、静岡県障害者ス

ポーツ大会です。

とき　9月1日（土）～30日（日）

ところ　草薙総合運動場など

種目　陸上競技、卓球、ボウリング、

フライングディスク、水泳など

対象　12歳以上（4月1日現在）で障害

のある方

申込方法　4月23日（月）～5月11日

（金）に市役所1階福祉課、南部大東

ふくしあ、南部大須賀ふくしあにあ

る申込用紙を提出
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宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日）�

北　部（掛川区域）� 南　部（大東・大須賀区域）�

※宅地内の水道修理は有料です。 　 水道総務課（   27-0711）�
�

（有）松井管工 （ 23-0581）�

（株）浅岡工業 （ 24-2611）�

協和水道（株） （ 26-1331）�

（株）巧栄水道 （ 24-7661）�

（有）諸星配管 （ 22-2975）�

松田配管工業（株） （ 26-3261）�

シンワ設備（株） （ 24-3322）�

（株）マツイ健設 （ 23-8691）�

（株）浅岡工業 （ 24-2611）�

（株）トダックス （ 26-2161）�

5/ 3 （木・祝）�

 4 （金・祝）�

 5 （土・祝）�

 6 （日）�

 12 （土）�

 13 （日）�

 19 （土）�

 20 （日）�

 26 （土）�

 27 （日）�

5/ 3 （木・祝）�

 4 （金・祝）�

 5 （土・祝）�

 6 （日）�

 12 （土）�

 13 （日）�

 19 （土）�

 20 （日）�

 26 （土）�

 27 （日）�

綱取管興 （ 48-2004）�

（有）土屋設備 （ 48-2093）�

（有）大澄設備 （ 48-4476）�

（有）エイケイ赤堀工事 （ 74-3340）�

（有）静管興業 （ 72-4705）�

（有）大城配管 （ 72-4685）�

（有）三久配管 （ 72-5030）�

（有）河村設備工業 （ 74-3920）�

（有）林配管 （ 72-5515）�

（有）北端工務店 （ 74-2445）�

�

2/24 ｢議論することが大切｣
原子力市民学習会

大東市民交流センターで「原子力市民学習会」が開かれま
した。これは、原子力に関する基本的な知識を深めようと
行われたもので、市民約100人が参加。日常生活で受ける
放射線の影響や、原発災害時に放射線を避ける方法、除染
などについて説明を受けたあと質疑応答が行われ、身近
にある放射線から放射能まで、幅広く学びました。

2/22 木のぬくもり、香りに包まれて
さかがわ幼稚園新園舎が完成

さかがわ幼稚園新園舎が完成し、落成式が行われま
した。この園舎は、掛川市幼児教育振興計画に基づく
幼保一体化の中で、老朽化や保育ニーズの高まりか
ら8園化構想の最後の施設として建設されたもの。式
典では、園児が「大切に使い、いっぱい遊びます」とお
礼の言葉を言い、関係者に感謝状を贈りました。

▲木が多く使われた新園舎

2/20 該当年齢協力金廃止へ
消防団活性化検討委員会が答申

掛川市消防団活性化検討委員会（田宮伸夫委員長）が、
このほど答申をまとめ市長に報告しました。この委員
会は、一般市民など16人が、消防団が抱える問題につ
いて昨年10月から4回に渡り検討を行ってきたもの。
このうち該当年齢協力金については、平成24年度中に
「廃止」することを答申しました。松井市長は「答申を
尊重し、しっかり進めていきたい」と述べました。

2/22 認知症ってなあに？
横須賀小で養成講座

横須賀小学校で、「認知症サポーター養成講座」が行わ
れ、5年生の児童75人が参加しました。これは、認知症を
正しく理解してもらおうと、社会福祉協議会などが、実
際にあった話を紙芝居や寸劇でわかりやすく説明した
もの。児童らは、「認知症が進んだとき、ほめてあげれば
症状はゆるやかになるか」と質問するなど、人の接し方
によって、症状が変わっていくことなどを学びました。

▲松井市長（左）に答申書を手渡す田宮委員長（中央）

▲グループに分かれて認知症への理解を深める児童たち▲原子力について理解を深めた学習会
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4
・
5
月�

�

ごみの休日受け入れ�
　環境資源ギャラリー（　23-2273）�

と　き　4/14（土）・22（日）、5/12（土）・27（日）�

 9：00～11：30

精神保健福祉総合相談�
　西部健康福祉センター掛川支所（　22-3263）�

と　き　5/22（火） 13：00～�

ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）�

�

献血　　福祉課（　21-1140）�
と　き　4/17、5/15（火）  9：30～11：50、13：00～16：00�

ところ 市役所北側駐車場�

※身分証明書（運転免許証や保険証など）をお持ちください。�

��
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▲小さな苗木をていねいに植樹する参加者

3/3 災害に強い防災林を
地元住民･企業が3,000本を植樹

大東区域の浜野にある海岸防災林を早期に再生しよ
うと、広葉樹の植樹会が行われ、地元住民や企業、環
境団体など約450人が参加しました。この防災林は、
主にクロマツで構成されていましたが、松枯れによ
り防災機能が低下。参加者らは、ウバメガシなどの広
葉樹の苗を1本1本ていねいに植樹しました。

▲東中学校の環境議会

2/28、3/1 有名選手が「掛川茶」をPR
新たに2人を「掛川お茶大使」に委嘱

3/10 環境問題に小中学生が提言
環境を考える市民の集い

身近な環境に対する市民の意識を高め、地球温暖化に配
慮した生活を推進しようと、「環境を考える市民の集い」
が大須賀中央公民館で開催されました。東中学校の環境
議会からの提言など学習発表が行われたほか、会場では
さまざまな展示が並ぶ環境展も開かれ、約630人の来場者
は、自然の力や節電・省エネについて楽しく学びました。

ともに市内在住で、プロゴルファーの藤田寛之さん（葛城ゴルフク
さとし

ラブ所属）と、モーターボートレーサーA級選手の重野哲之さん（日
本モーターボート選手会所属）に｢掛川お茶大使｣を委嘱しました。
これは、掛川茶を全国にPRしてもらおうと委嘱したもので、任期は
2年。これまで、シンガーソングライターの吉岡亜衣加さんが就任し
ています。委嘱式で、藤田さんは「今回の委嘱を大変うれしく思う。
このすばらしいお茶の力を借りてゴルフを頑張っていき、自分も健
康になって、みなさんも幸せにできれば」と大使就任を歓迎。重野さ
んは「自分が頑張ることで、掛川茶だけでなく掛川全体を PRできた
らと思う。お茶のおいしいいれ方も勉強したい」と意気込みを話し
てくれました。これに対し、松井市長は「日本一のプロゴルファーの
藤田さんに、ぜひPRしていただきたい」。また、重野さんには「レース
で日本一になるのが、さらなるPRにつながる」と述べました。大使に
は今後、業界のイベントやパーティー、懇親会などで、最高級掛川茶
の「天葉」と一煎茶パックを配布していただきます。それぞれ第一線
で活躍される2人。今後のさらなる躍進に注目です。

▲プロゴルファーの藤田寛之さん（右）

▲モーターボートレーサーの重野哲之さん（右）
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■市の人口（3月1日現在） 住民基本台帳による登録人口 115,229人（前月比＋57人） 男 57,550人 女 57,679人 世帯数 39,303

外国人登録による人口 4,083人（前月比－37人） 男 1,980人 女 2,103人 世帯数   1,935

　　　合　　計 119,312人（前月比＋20人） 男 59,530人 女 59,782人 世帯数 41,238
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▲大須賀第三地区センターと同じフロアに設置（大須賀支所南館）�

地域支援課（　 21-1150）�地域生涯学習センターの情報は、市ホームページをご覧ください。�

�

大須賀第一�
地区センター�

大須賀第一地区センター設立　�
大須賀第一地区で1月20日、地域生涯学習（地区）センターの設立総

会が開催され、市内27か所目となるセンターが誕生しました。�
具体的な活動は4月以降となりますが、その活動拠点となるセンター
は、大須賀支所南館1階。大須賀第三地区センターと同じフロアになり
ます。談話スペースや会議室などを備え、地区の課題を取り組むまちづ
くりの拠点として活用できます。�
なお、組織体制は、防災、交通・安全、教育・文化、福祉の4部会で構成
するほか、どの部会にも属さない地区の諸課題に対応できるよう、区長
経験者による地域活性化委員会が組織されています。地区区長会と連
携しながら、新たなまちづくり・人づくりがスタートします。�

掛川児童交流館まつりが、あいり～なで開催されました。
会場では、ウサギを抱いたりポニーに乗ったりすることが
できる「ふれあい動物園」、フェルト小物などを作る工作
コーナー、防災をテーマにした人形劇公演などさまざまな

催しが行われ、
多くの家族連れ
がさまざまな交
流を楽しみまし
た。

えがおをつなごう！
掛川児童交流館まつり

東日本大震災から1年が経過した3月11日、「津波対策重点
区域」のモデル地区となっている今沢区と国浜区の住民
や、老人福祉施設の職員など約400人が参加して、津波避難
訓練が行われました。 東海地震が発生した想定で実施し
た訓練では、海抜15メートル以上の地元企業の施設などに

地域住民が避難
し、避難経路や
方法について確
認しました。

地元企業も避難に協力
市内沿岸部で津波避難訓練

中央消防署で、高規格救急車の寄贈式が行われました。こ
れは、救急医療の充実を図ってもらおうと、中遠環境保全
株式会社（高橋勇社長）が10月に高規格救急車の購入費約

3,144万円を市
に寄付。その後、
準備などを経て
納車に至ったも
の。今後は、メイ
ンの車両として
中央消防署に配
備されます。

高規格救急車を配備
中遠環境保全の寄付で

新病院への理解を深めるため、市民説明会が生涯学習セ
ンターで開催されました。新病院の中東遠地域における
役割や主要機能、建設工事の進ちょく状況や病院運営な
どの説明のほか、特徴となる診療科医師による基調講演

も行われ、約
260人の市民
が「安心でき
る病院」への
理解を深め
ました。

5月1日開院  安心できる病院
「中東遠総合医療センター」市民説明会

高規格救急車の
寄贈式

矢崎部品（株）
大浜工場に避難訓練
した地域住民

医師による
基調講演

人形劇に見入る
　子どもたち


